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これがボクのフルパワー！　－　第30回白鷹町農業祭・チビッコ力自慢俵持ち上げ競争
10月29日、ＪＡ山形おきたま白鷹支店周辺で、白鷹町農業祭が行われました。白鷹地産地消の日とし、実行委員会が企画しま
した。町内産直グループのとれたて野菜や果物がところ狭しと並べられ、これからが旬の新そばや新米の杵つきもちなども登
場。俵持ち上げでは、小学生たちが30kgの米俵に挑みました。この子どもたちを育てる自然の恵みに感謝です。
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安
心
し
て
住
み
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

「
地
域
づ
く
り
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

〜　

山
口
地
区
の
取
り
組
み
に
つ
い
て　

〜

　

白
鷹
町
で
は
、
く
ら
し
や
す
く
安
心
し
て
住
む
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
参
画
し
て
つ
く
る
「
地
域
づ
く
り
計
画
」
の
策
定
事
業
に
対
し
、
今

年
度
か
ら
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
地
域
が
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
等
を
地
域
の
皆
さ
ん
が
自
ら
の
手

で
解
決
し
て
い
く
た
め
、
自
ら
の
地
域
の
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
の
計
画
を
つ
く
り
、
行
動
し

て
い
こ
う
と
い
う
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
計
画
づ
く
り
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
と

と
も
に
、
計
画
が
で
き
た
後
の
実
際
の
行
動
に
つ
い
て
も
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
蚕
桑
の
山
口
地
区
が
こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の

内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。山

口
�
里
�
�
�
委
員
会

　

山
口
の
里
づ
く
り
委
員
会
は
、

山
口
の
里
に
生
活
し
て
い
る
住
民

が
、
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
実

感
で
き
る
地
域
づ
く
り
、
他
か
ら

移
り
住
み
た
く
な
る
よ
う
な
里
づ

く
り
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
「
山

口
の
里
」
の
将
来
を
展
望
し
た
総

合
計
画
を
つ
く
り
、
み
ん
な
で
実

践
し
、
山
口
区
民
の
生
活
、
福
祉

環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

自
分
�
�
�
�
自
分
�

　

山
口
の
里
づ
く
り
委
員
会
が
立

ち
上
が
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、「
自
分
た
ち
の
く
ら
す
地
域
を

自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
っ
て
い
き

た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
数
人

で
話
し
合
い
を
持
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
は
、
地
区
内
に
ど
の
く
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�
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�
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�
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�
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�
�
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呑
�
�
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�
�
�
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�
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山
口
�
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�
�
買
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�

一
�
�
�
�
�
衆
�
若
�
�
�
�
発
言
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
思
�
�
�
�
�
�
我
慢
�
�
�

ら
い
の
賛
同
者
が
い
て
、
ど
の
く

ら
い
協
力
し
て
も
ら
え
る
の
か
、

不
安
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実

際
に
は
「
今
、
何
か
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
、
自
分
も
山
口
の
た

め
に
何
か
や
り
た
い
」
と
か
「
こ

の
ま
ま
で
い
る
よ
り
何
か
行
動
を

起
こ
さ
な
く
て
は
」
と
い
う
声
が

あ
り
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
賛
同

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

準
備
委
員
会
�
設
立

　

準
備
委
員
会
で
は
、「
委
員
の
募

集
方
法
」
や
「
最
終
的
に
ど
の
よ

う
な
委
員
会
に
し
て
い
き
い
の
か
」

と
い
う
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
委
員
会
の
規

約
や
山
口
独
自
の
約
束
事
（
ロ
ー

カ
ル
ル
ー
ル
）
の
素
案
な
ど
が
話

し
合
わ
れ
ま
し
た
。
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委
員
会
�
設
立

　

そ
の
後
、
委
員
会
の
設
立
と
な

り
ま
す
。
あ
ら
た
め
て
委
員
の
依

頼
や
募
集
を
行
い
、
ま
た
そ
の
際

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
希
望
す
る
専

門
部
を
調
査
し
な
が
ら
委
員
会
を

設
立
し
ま
し
た
。
な
お
、
最
初
の

集
ま
り
で
は
、
山
口
地
区
の
現
状

（
少
子
高
齢
化
、
集
落
営
農
な
ど
）

を
再
確
認
し
ま
し
た
。

�
資
料
�

山
口
地
区
�
少
子
高
齢
化
�
現
状

●
老
人
世
帯

☆
65
歳
以
上
の
単
身
世
帯

　

16
世
帯

☆
老
人
夫
婦
世
帯

（
男
65
歳
以
上
、
女
60
歳
以
上
）

　

13
世
帯

☆
合
計
29
世
帯

※
山
口
地
区
内
世
帯
の
19
％

●
山
口
の
出
生
数

　
　

平
成
12
年
度　

５
人

　
　

平
成
13
年
度　

８
人

　
　

平
成
14
年
度　

４
人

　
　

平
成
15
年
度　

６
人

　
　

平
成
16
年
度　

６
人

　
　

平
成
17
年
度　

３
人
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�
�
�
専
門
部

　

委
員
会
は
、
全
体
を
総
括
す
る

会
議
と
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
分
野
に
お
い
て
機
動
力
を
高
め

る
た
め
、
６
つ
の
専
門
部
を
設
け

て
い
ま
す
。

　

専
門
部
は
、
①
農
業
部
、
②
生

活
・
福
祉
部
、
③
交
流
部
、
④
歴

史
・
文
化
部
、
⑤
環
境
部
、
⑥
活

性
部
に
分
か
れ
、
各
部
毎
に
山
口

の
現
状
と
課
題
を
把
握
し
、
そ
の

対
策
を
整
理
し
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
だ
れ
が
、
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
方
法
で
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
か
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

①
農
業
部　

　

山
口
の
「
集
落
営
農
」
を
テ
ー

マ
に
、
現
在
の
地
域
の
農
業
状
況

を
把
握
す
る
た
め
、
土
地
の
利
用

状
況
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
耕
作
者
の
年
齢
な
ど
も

考
慮
し
て
、
土
地
利
用
の
あ
り
方

や
、
持
続
で
き
る
営
農
な
ど
を
話

し
合
い
、
山
口
が
向
か
う
べ
き
姿

を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

　

②
生
活
・
福
祉
部　

　

12
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
老

人
福
祉
、
子
育
て
、
防
犯
な
ど
生

活
に
密
着
し
た
課
題
を
主
に
検
討

し
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。

　

③
交
流
部　

　

10
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
地

域
住
民
の
交
流
や
他
地
域
の
住
民

と
の
交
流
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
テ
ー

マ
と
し
た
課
題
を
検
討
し
て
い
く

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

④
歴
史
・
文
化
部　

　

８
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
地

区
内
に
あ
る
歴
史
文
化
に
触
れ
、

資
料
を
作
成
し
た
り
、
後
世
に
語

り
継
ぎ
、〝
山
口
人
〞
と
し
て
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
（
思
想
）
の
醸
成
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

⑤
環
境
部　

　

10
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
山

口
の
緑
豊
な
美
し
い
自
然
環
境
を

後
世
に
残
せ
る
よ
う
、
身
近
な
ゴ

ミ
問
題
か
ら
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

ま
す
。

　

⑥
活
性
部　

　

16
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
活

気
あ
る
地
区
を
つ
く
る
た
め
、
事

業
主
の
か
た
を
中
心
に
課
題
を
整

理
し
、
解
決
に
向
け
て
の
対
策
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
成
果
を
、
部
門
ご
と
に
整

理
し
、
山
口
全
体
の
総
合
的
な
計

画
と
し
て
つ
な
ぎ
込
み
ま
す
。

生活・福祉部
中川慶子さん

　山口に住んで
10年。まだまだ
わからないこと
ばかりですが、この会の一員にさせて
いただきました。区内を歩いて回る現
地点検や他町内のかたとの交流を通し
て、自分の住んでいる町の良さ、そし
て課題を見つめ直しています。

メンバーとしてがんばってます
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住
民
参
加
�
�
�
�
�
�
�
�

　

さ
て
、
山
口
地
区
は
９
０
０
人

弱
の
人
口
の
集
落
で
す
が
、
９
０

０
人
も
い
れ
ば
考
え
方
も
い
ろ
い

ろ
で
す
。
そ
の
多
種
多
様
な
考
え

を
持
つ
住
民
が
参
加
し
て
、
山
口

全
体
の
ひ
と
つ
の
計
画
を
ま
と
め

て
い
く
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら

い
い
の
で
し
ょ
う
。
当
初
、
事
務

局
で
も
不
安
だ
っ
た
点
で
す
。

　

こ
れ
を
、
見
事
解
決
す
る
手
法

が
住
民
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
し
た
。
他
地
区
で
の
活
用
事
例

な
ど
を
使
っ
た
勉
強
会
な
ど
を
重

ね
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

な
が
ら
成
果
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

委
員
�
�
�
�
研
修
会

　

各
分
野
で
地
域
お
こ
し
な
ど
の

研
修
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
機
会
を
活
用
し
、
で
き
る
限

り
参
加
し
、
情
報
交
換
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
28
日
に
は
、
歴
史
・
文
化

部
が
主
体
と
な
り
、
寺
に
奉
納
さ

れ
て
い
た
絵
馬
に
つ
い
て
の
研
究

会
を
開
催
し
、
当
時
の
歴
史
背
景

や
生
活
状
況
に
つ
い
て
の
勉
強
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
12
日
に
は
、
山
口

の
里
づ
く
り
委
員
会
が
主
催
し
て

岩
手
県
遠
野
市
（
旧
宮
守
村
）
へ

視
察
研
修
に
行
く
予
定
で
す
。

　

そ
の
他
の
部
で
も
テ
ー
マ
ご
と

支
援
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　

こ
の
事
業
は
「
白
鷹
町
安
心
し
て
住
み
や
す
い
地
域
創
造

事
業
」
と
し
て
、
平
成
18
年
度
か
ら
創
設
し
て
お
り
、
今
年

度
以
降
も
継
続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

事
業
内
容
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
政
策
改
革
課

政
策
企
画
係
（
☎
85

－

６
１
２
３
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

の
研
修
会
や
研
究
会
を
催
し
て
い

く
予
定
で
す
。

遠
野
市
上
宮
守
地
区
�
�
交
流

　

視
察
研
修
を
予
定
し
て
い
る
遠

野
市
上
宮
守
地
区
と
の
交
流
は
、

平
成
９
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。

　

ア
ジ
ュ
ガ
（
※
）
栽
培
を
き
っ

か
け
と
し
、
毎
年
課
題
を
設
定
し

な
が
ら
交
互
に
訪
問
、
受
け
入
れ

を
行
い
、
互
い
の
郷
土
文
化
や
日

常
の
生
活
の
知
恵
な
ど
、
細
部
に

わ
た
っ
て
の
情
報
交
換
・
交
流
を

行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一
集
落
一

農
場
を
実
現
し
た
宮
守
地
区
と
の

交
流
は
、
山
口
の
活
性
化
に
も
大

き
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
は
、
メ
ン
バ
ー
数
人
が
集

ま
り
、
上
宮
守
地
区
で
開
催
さ
れ

る
「
か
か
し
祭
り
」
に
出
展
す
る

た
め
の
か
か
し
づ
く
り
を
行
い
ま

し
た
。

※
ア
ジ
ュ
ガ　

シ
ソ
科
の
常
緑
多

年
草
で
グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー
植
物

今
後
�
予
定

　

委
員
会
や
各
専
門
部
か
ら
提
案

さ
れ
た
将
来
の
山
口
ビ
ジ
ョ
ン
を

ま
と
め
、
楽
し
く
活
力
の
あ
る
地

域
を
つ
く
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。

環境部
金子孝吉さん
　国の方針である
『集落営農』など、
取り組まなければな
らない時期に、山口
全体（６町内）をい
ろいろな視野で幅広
く見直し、今後を考える良い機会になったと
思います。
　今後区民の皆さんにいかに周知し、理解を
得て、協力していただくか。また委員会組織
と行政組織とをどう連携させていくかなど取
り組まなければならない課題も多くあります。
　人まねでも、人任せでもできない地道で長
い活動に、わたしも一委員として“活気ある
山口の里づくり”に本音の意見を述べていき
たいと思います。

メンバーとしてがんばってます
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皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

平
成
14
年
度
に
策
定
の
生
涯
学

習
に
対
す
る
町
の
基
本
的
な
方
向

を
示
し
た
白
鷹
町
生
涯
学
習
振
興

計
画
が
今
年
度
で
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
今
後
５
年
間
を
目
標
に
し

た
新
た
な
計
画
を
今
年
12
月
を
目

途
に
策
定
し
ま
す
。

　

今
回
、
計
画
案
を
と
り
ま
と
め

ま
し
た
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
、
町
政
の

基
本
的
な
計
画
な
ど
に
つ
い
て
、

計
画
案
の
趣
旨
、
内
容
な
ど
を
町

民
の
皆
さ
ま
に
広
く
公
表
し
、
ご

意
見
を
い
た
だ
く
手
続
き
の
こ
と

で
す
。
意
見
の
提
出
は
、
11
月
24

日
（
金
）
を
締
め
切
り
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

計
画
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り

で
す
が
、
全
文
は
中
央
公
民
館
、

各
地
区
公
民
館
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

白鷹町生涯学習振興計画〈案〉（概要版）
○計画策定の趣旨
　現在の計画が平成18年度で終了するものの、今後も現在の社会のニーズや課題に対応する必
要がある。また、生涯学習を今後も一層推進し、地域社会の連帯感を醸成し、地域社会の課題
解決の一つのきっかけとなるような生涯学習社会を構築するために、本計画を策定する。

○計画の期間
　平成19年度～平成23年度までの５年間

○生涯学習の基本目標
　学びが育てる豊かな心、人が育てる豊かなまちを創ろう
　自己を高め、自己実現を目指そうとする日常の取り組みは、活力ある地域・社会を形成し、町全体の社会力や文
化力を醸成する。
　今求められている「人間愛」「親子愛」「郷土愛」や、他と関わろうとする意欲、社会の中で役割を担うこと、つ
まり社会力がまちづくりのキーワードである。また、芸術・文化・スポーツ活動により育まれた豊かな感性や心の
豊かさは、地域社会の課題解決や地域を再生、創造する原動力となる。つまり文化力の向上もまた、まちづくりの
キーワードである。
　今後派生する諸課題に対し、自ら学び考え問題を解決する力を持つための学びと、長年培われてきた生活文化や
芸術文化に親しむこと、スポーツを通し健康な心と身体をつくることにより、心豊かな安らぎと活力ある町を次世
代に伝えていかなければならない。その実現を目指し生涯学習の充実を図る。

○基本計画

１．生涯にわたる学びの推進
・町民全体の社会力の向上
・学びにおける「公共」「協働」の
　視点の重視
・成長段階ごとの具体策の強化
・学習ニーズを生かした多様な学
　習の展開
・中央公民館活動の推進
・地区公民館活動の推進
・地区公民館分館活動の推進

２．芸術・文化の振興
・町民全体の文化力向上
・文化ボランティアの育成
・文化団体の育成
・文化財保護・調査活動の推進
・歴史資料館の開設
・図書館の充実と利用促進

３．生涯スポーツの振興
・健康・生活スポーツの環境整備
・総合型地域スポーツクラブの設
　立
・競技スポーツの充実発展
・指導者の資質向上と育成
・スポーツ施設の整備と充実
・スポーツ行政サービスの提供と
　充実
・白鷹町スポーツ振興基金の有効
　活用

○社会教育施設の整備
　・中央公民館改修事業　・町民プール整備事業

○推進体制～計画を推進するにあたって～
　・実施計画の策定　・社会教育委員会議の充実　・専門的職員の養成・配置と職員研修の充実
　・社会教育機関の充実　・計画の評価

白
鷹
町
生
涯
学
習
振
興
計
画
を

策
定
し
ま
す



施設全体の考え方
・1800～1900m2程度
・諸室の機能を細かく限定せずに、全館通じて
 柔軟な使い方のできるつくりとする
（例：全館使っての企画展、創作室でリハーサル等）

・緑豊かな外部との一体的な利用と景色を取り
 込むとともに、内部についてもなるべく開放
 的な造りとする

・500m2程度
・観やすい展示と管理しや
 すい収蔵／バックヤード
・徹底したサイン計画

・750m2程度
・人々を大きく迎え入れ、ホール
 の待合いにもなるロビー空間
・明るく開放的な事務管理ゾーン
・諸々の活動やギャラリーにもな
 る創作室（ワークショップ）

・570m2程度
・通常は親子のふれあいなど
 自由な活動の場として開放
・コンサート等の公演時は、
 いすの設置によってさまざ
 まな形を実現
・大掛かりな舞台機構等は避
 ける

・広場のみ利用のための、駐車場
 から直接的アクセスが可能
・テラスを屋外ステージとして使
 ったイベントも可能
・低木やさほど高くない築山で南、
 西側道路との境界をつくる

ホール

バ
�
ク
ヤ
�
ド

バ
�
ク

ヤ
�
ド

展示室

創作室

テ
ラ
ス

カ
フ
ェ

事
務
＆

サ
ポ
�
タ
�

１５０台程度

屋外
ＷＣ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ロ
ビ
ー

文化伝承発信・
ロビーゾーン

多目的交流ゾーン

ギャラリーゾーン

屋外交流広場
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白
鷹
町
文
化
交
流
�
�
�
�
基
本
設
計
�
中
間
報
告

　

白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の

基
本
設
計
に
つ
い
て
は
、
本
施
設

の
基
本
計
画
書
に
基
づ
き
11
月
末

を
目
途
に
策
定
中
で
す
。
こ
の
た

び
、
本
交
流
セ
ン
タ
ー
の
施
設
配

置
計
画
の
考
え
方
と
平
面
計
画
の

イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◇
施
設
配
置
計
画
の
考
え
方

　

施
設
の
配
置
計
画
の
考
え
方
は
、

「
文
化
・
交
流
・
人
づ
く
り
」
の

中
核
的
な
拠
点
施
設
と
し
て
、
誰

も
が
立
ち
寄
り
た
く
な
る
町
民
に

開
か
れ
た
空
間
構
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
賑
わ
い
が
街
行
く
人
を

誘
い
込
む
よ
う
、
屋
外
交
流
広
場

は
通
り
に
開
か
れ
、
施
設
本
体
は

敷
地
中
央
部
の
小
高
い
丘
に
配
置

し
、
ま
た
内
部
の
活
動
が
見
え
る

配
置
計
画
と
し
て
い
ま
す
。
駐
車

場
は
、
利
用
者
の
平
易
な
ア
ク
セ

ス
を
考
慮
し
、
ま
た
機
械
除
雪
の

円
滑
化
と
堆
雪
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

し
ま
す
。

◇
各
ゾ
ー
ン
の
空
間
イ
メ
ー
ジ

○
多
目
的
交
流
ゾ
ー
ン

　

多
目
的
交
流
ゾ
ー
ン
は
、
観
て

・
聴
い
て
・
歌
い
・
語
ら
い
・
音

に
よ
る
感
性
を
高
め
あ
う
空
間
と

し
て
、
室
内
形
状
は
室
内
楽
に
合

わ
せ
た
音
響
効
果
の
優
れ
た
ホ
ー

ル
と
し
ま
す
。

○
文
化
伝
承
発
信
・
ロ
ビ
ー
ゾ
ー
ン

　

先
人
達
が
築
き
上
げ
た
文
化
を

伝
承
し
、
世
代
を
超
え
た
交
流
に

よ
る
文
化
情
報
発
信
空
間
と
、
出

会
い
と
感
動
を
予
感
さ
せ
る
空
間

と
し
て
、
多
様
な
活
用
形
態
に
対

応
で
き
る
機
能
性
と
柔
軟
性
あ
る

創
出
空
間
と
し
ま
す
。

○
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ゾ
ー
ン

　

観
る
こ
と
、
感
じ
る
こ
と
に
よ

る
美
へ
の
感
性
空
間
と
し
て
、
絵

画
の
常
設
展
示
と
町
内
外
に
お
け

る
創
作
活
動
の
発
表
の
空
間
と
し

ま
す
。

◇
屋
外
交
流
広
場
の
イ
メ
ー
ジ

　

屋
内
と
屋
外
の
一
体
的
活
用
が

で
き
、
人
々
が
集
い
・
ふ
れ
あ
い

・
憩
え
る
広
場
と
し
ま
す
。

◇
今
後
の
進
め
方

　

平
面
計
画
の
決
定
に
あ
た
っ
て

は
、
計
画
策
定
委
員
会
、
運
営
検

討
委
員
会
、
施
設
検
討
委
員
会
並

び
に
ま
ち
づ
く
り
事
業
調
査
特
別

委
員
会
の
ご
意
見
を
頂
き
決
定
し

て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
基
本
設

計
の
過
程
に
つ
い
て　

建
設
水
道

課
で
、
11
月
13
日
（
月
）
〜
22
日

（
水
）
ま
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課　

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
・
都
市
計
画
推

進
係
（
☎
85

－

６
１
４
２
）
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平
成
19
年
か
ら

あ
な
た
の
町
県
民
税
�
所
得
税
が
変
わ
り
ま
す

　

現
在
、
市
や
町
な
ど
は
、
国
に
納
め
ら
れ
た
税
金
の
中
か
ら
、
補
助
と
し
て
お
金
を

受
け
て
い
ま
す
。
そ
の
お
金
も
加
え
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
し
く

み
は
必
ず
し
も
自
ら
考
え
、
自
ら
行
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
の
皆
さ
ん
に

と
っ
て
必
要
な
こ
と
を
自
ら
の
責
任
で
行
え
る
よ
う
国
、
県
、
町
が
一
緒
に
税
金
の
流

れ
を
変
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
町
県
民
税
と
平
成
19
年
分
所
得
税
か

ら
（
会
社
に
お
勤
め
で
毎
月
の
給
料
か
ら
納
め
て
い
る
か
た
は
平
成
19
年
１
月
か
ら
、

公
的
年
金
等
か
ら
納
め
て
い
る
か
た
は
平
成
19
年
２
月
か
ら
）
変
わ
り
ま
す
。

も
っ
と
身
近
に　

も
っ
と
豊
か
に

一
人
ひ
と
り
の
よ
り
よ
い
暮
ら
し
の
た
め
に

　

町
県
民
税
所
得
割
の
税
率
は
、

こ
れ
ま
で
課
税
所
得
（
所
得
か
ら

差
し
引
か
れ
る
金
額
を
差
し
引
い

た
金
額
）
に
よ
り
３
段
階
に
な
っ

Ｑ　

税
負
担
は
増
え
る
？
減
る
？

Ａ　

ご
安
心
く
だ
さ
い
。
町
県
民
税
が
増
え
て
も
、

　
　

所
得
税
が
減
る
た
め
、
納
税
者
の
負
担
は

　
　

変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

町
県
民
税
所
得
割
が
変
わ
る
の

に
伴
い
、
国
が
集
め
る
所
得
税
の

税
率
も
見
直
さ
れ
ま
す
。
町
県
民

税
は
、
最
低
税
率
を
５
％
か
ら
10

％
に
引
き
上
げ
、
最
高
税
率
を
13

％
か
ら
10
％
に
引
き
下
げ
ま
す
。

し
か
し
、
所
得
税
は
、
逆
に
最
低

税
率
を
10
％
か
ら
５
％
に
引
き
下

げ
、
最
高
税
率
を
37
％
か
ら
40
％

に
引
き
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
所
得

か
ら
差
し
引
か
れ
る
金
額
の
中
の

人
的
控
除
の
差
に
よ
る
減
額
も
行

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、
変
更
前
と
後

の
「
町
県
民
税
＋
所
得
税
」
の
納

税
者
負
担
は
、
ほ
ぼ
変
わ
り
ま
せ

ん
。
左
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

例えば、課税所得が300万円の場合
変更前
200万円×５％＋（300万円－200万円）×10％＝20万円

変更後
300万円×10％＝30万円
※実際の税額は、このほかに人的控除の差により減額
　になります。

▲０ ▲200万円 ▲700万円

５％
10％

13％

平成18年度まで

平成19年度から

10％
町民税６％、県民税４％

(課税所得)

▲０ (課税所得)

町
県
民
税
所
得
割
の
税
率
が
10
％
に
統
一
さ
れ
ま
す

問い合わせ
町民税務課
町税係
☎85-6132

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
課
税
所

得
の
一
律
10
％
に
変
わ
り
ま
す
。
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５％

10％

13％

20％

30％
37％ 10％

所得税 町県民税

２％

３％

８％
10％

３％

４段階
変更前

10％

20％

33％

40％

所得税

５％

23％

町県民税

６％（町民税）

４％（県民税）

変更後
６段階

10％比例税率

（例）独身者の場合 （例）夫婦＋子ども２人の場合

変更前 単位 ：円

給与収入 所得税 町県民税 合　計 所得税 町県民税 合　計

300 万円 124,000 64,500 188,500 0 9,000 9,000

500 万円 258,000 163,000 421,000 119,000 76,000 195,000

700 万円 474,000 307,000 781,000 263,000 196,000 459,000

1,000 万円 966,000 553,000 1,519,000 688,000 442,000 1,130,000

変更後 単位 ：円

給与収入 所得税 町県民税 合　計 所得税 町県民税 合　計

300 万円 62,000 126,500 188,500 0 9,000 9,000

500 万円 160,500 260,500 421,000 59,500 135,500 195,000

700 万円 376,500 404,500 781,000 165,500 293,500 459,000

1,000 万円 868,500 650,500 1,519,000 590,500 539,500 1,130,000

変更前と後で個々の納税者の負担合計額は変わりません

※夫婦＋子ども２人の場合、子どものうち１人が特定扶養親
　族としています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※上記は、変更前と後の負担変動を示すものです。このほか、
　平成19年分所得税、平成19年度町県民税から定率減税が廃
　止されるなどの影響があることにご留意ください。

「白鷹町国民保護計画（素案）」に

ご意見をお寄せください

　白鷹町では、平成18年度において、国民保
護法に基づき、武力攻撃事態等における避難、
被災者救援及び被害最小化といった国民保護
措置の実施方法や関係機関との連携に関する
事項などについて定める「白鷹町国民保護計
画」を作成することとしています。
　現在、当計画の検討を進めているところで
すが、中間のとりまとめとして「白鷹町国民
保護計画（素案）」を作成しましたので、この
計画素案に関する町民の皆さんのご意見をお
寄せください。つきましては、役場総務課、
中央公民館、各地区公民館に備えつけている
の計画（素案）をご覧ください。なお、町ホ
ームページにも掲載しています。
　お寄せいただいたご意見は、これに対する
町の考え方とともに整理したうえで公表する
こととしています。なお、個々のご意見には
直接回答いたしませんので、あらかじめご了
承願います。

●閲覧期間
　　11月13日（月）～ 22日（水）

●閲覧時間
　　午前９時～午後４時30分
　　＊中央公民館は午後９時30分までとなり
　　　ます。

●意見の提出方法
○直接、郵送、ファクスまたは電子メールに
　てお願いします（閲覧期間最終日必着）。
○ご意見をいただく様式は任意のものとしま
　すが、住所、氏名、電話番号をお書きくだ
　さい（ご意見の内容以外は公表しません）。

お問い合わせ・ご意見は
役場総務課　生活安全係まで
☎85－6122 ／ FAX85－2128

Ｅ -mail：soumu@so.town.shirataka.yamagata.jp
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農
業
所
得
�
申
告
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

平
成
20
年
度
の
町
県
民
税
申
告

及
び
平
成
19
年
分
の
所
得
税
確
定

申
告
か
ら
「
農
業
所
得
簡
易
計
算
」

が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
家
事
消
費
等
の

計
算
の
目
安
と
し
て
い
た
「
保
有

米
の
60
㌔
当
た
り
の
単
価
」
及
び

「
自
家
用
畑
の
10
㌃
当
た
り
の
収

入
金
額
」
も
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
所
得
は
ほ
か
の
事
業
所
得

と
同
様
に
、
実
際
の
収
入
金
額
か

ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
所
得

金
額
を
計
算
す
る
収
支
計
算
が
原

則
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
農
業
所
得
簡
易
計

算
」
を
適
用
し
、
農
業
所
得
を
計

算
し
て
い
た
農
家
の
か
た
も
平
成

19
年
分
の
所
得
申
告
か
ら
収
支
計

算
に
よ
り
農
業
所
得
を
計
算
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

収
支
計
算
を
行
う
た
め
に
は
、

収
入
金
額
や
必
要
経
費
に
係
る
請

求
書
、
領
収
書
な
ど
の
書
類
の
保

存
と
日
々
の
取
引
の
記
録（
帳
簿
）

が
必
要
で
す
。

　

こ
ま
め
に
領
収
書
な
ど
の
書
類

整
理
と
記
帳
を
行
い
、
平
成
19
年

分
の
所
得
申
告
か
ら
収
支
計
算
が

で
き
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
19
年
分
の
所
得
申
告
か
ら

収
支
計
算
に
移
行
す
る
か
た
や
、

現
在
収
支
計
算
を
行
っ
て
い
る
か

た
で
よ
り
理
解
を
深
め
た
い
か
た

を
対
象
に
次
の
日
程
で
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

農
業
所
得
収
支
計
算
説
明
会

▼
期
日　

11
月
22
日
（
水
）

【
午
前
の
部
】

●
時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
会
場　

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ

【
午
後
の
部
】

●
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
会
場　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
参
加
料　

無
料

＊
な
お
、
午
前
の
部
、
午
後
の
部

　

と
も
に
同
じ
内
容
で
す
の
で
ど

　

ち
ら
か
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
分
賃
耕
料
・
小
作

料
等
支
払
明
細
書
の
提
出
に

つ
い
て

　

賃
耕
料
や
小
作
料
の
支
払
い
が

あ
り
、
控
除
の
対
象
と
さ
れ
る
か

た
は
、
支
払
明
細
書
を
作
成
の
う

え
、
平
成
19
年
１
月
５
日
（
金
）

ま
で
町
民
税
務
課
町
税
係
に
提
出

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

前
年
に
提
出
さ
れ
た
か
た
に
は

明
細
書
を
お
送
り
し
ま
す
が
、
新

た
に
明
細
書
が
必
要
な
か
た
は
町

民
税
務
課
町
税
係
及
び
蚕
桑
、
鮎

貝
、
十
王
、
鷹
山
及
び
東
根
の
各

地
区
公
民
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
税
務
署
に
直
接

申
告
さ
れ
る
か
た
は
、
１
枚
目
を

税
務
署
へ
、
２
枚
目
を
町
民
税
務

課
へ
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
か
ら
１
枚
目
、
２
枚

目
と
も
に
町
民
税
務
課
町
税
係
に

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
賃
耕
料
・
小
作
料

①
賃
耕
料
…
個
人
間
で
の
農
作
業

（
耕
う
ん
・
代
か
き
・
育
苗
・
田

植
え
・
稲
刈
り
な
ど
）
の
委
託
料

で
す
。

・
機
械
利
用
組
合
、
ラ
イ
ス
セ
ン

　

タ
ー
、
カ
ン
ト
リ
ー
組
合
、
育

　

苗
組
合
、
農
事
組
合
法
人
な
ど

　

の
利
用
者
は
、
申
告
相
談
の
際

　

に
利
用
料
の
明
細
を
お
示
し
く

　

だ
さ
い
。

②
小
作
料
…
農
地
の
賃
借
料
で
す
。

・
Ｊ
Ａ
農
地
保
有
合
理
化
事
業
で

　

の
賃
借
料
は
、
提
出
す
る
必
要

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

土
地
改
良
・
水
利
組
合
の
か
た
へ

　

土
地
改
良
・
水
利
組
合
に
加
入

の
か
た
が
、
申
告
の
際
賦
課
金
を

控
除
の
対
象
と
す
る
場
合
、
そ
の

金
額
を
計
算
す
る
た
め
、
組
合
か

ら
事
前
に
収
支
計
算
書
、
賦
課
金

内
訳
書
な
ど
の
書
類
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

昨
年
ま
で
提
出
い
た
だ
い
て
い

る
組
合
に
は
今
年
も
お
送
り
し
ま

し
た
が
、
新
た
に
提
出
さ
れ
る
組

合
は
、
町
民
税
務
課
町
税
係
よ
り

用
紙
受
領
の
う
え
お
手
続
き
く
だ

さ
い
。

問い合わせ
町民税務課
町税係
☎85-6132

農
業
所
得
簡
易
計
算
が
廃
止
さ
れ
ま
す

住
民
連
携
の
「
マ
イ
レ
ー
ル
」

活
動
が
評
価
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
16
日
、
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線

を
運
営
す
る
山
形
鉄
道
株
式
会
社

が
国
土
交
通
省
や
鉄
道
事
業
者
で

つ
く
る
「
鉄
道
の
日
」
実
行
委
員

会
か
ら
「
日
本
鉄
道
賞
」
の
「
選

考
委
員
会
特
別
賞
」
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
鉄
道
へ
の
理
解
と
関

心
を
深
め
る
た
め
に
平
成
14
年
に

創
設
さ
れ
た
表
彰
で
、
県
内
で
は

山
形
鉄
道
株
式
会
社
が
初
め
て
受

賞
し
ま
し
た
。

　

厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
「
マ

イ
レ
ー
ル
」
の
維
持
・
存
続
の
た

め
、
高
校
生
に
よ
る
手
づ
く
り
駅

舎
の
建
設
や
ス
ウ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ル

ズ
列
車
の
運
行
な
ど
地
元
と
連
携

し
た
様
々
な
沿
線
活
性
化
の
た
め

の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
車
両
内

に
お
け
る
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
よ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
な

ど
創
造
的
な
利
用
促
進
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
す
。
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い　つ　11月18日（土）
　　　　　午後６時16分～８時35分

どこで　蚕桑駅（雨天時は東高玉公民館）
主　催　100万人のキャンドルナイト
　　　　　　　　　　　INしらたか実行委員会
　
※会場周辺に駐車場はございませんので、お越し
　の際はフラワー長井線をご利用ください。
☆フラワー長井線ご利用の際は、蚕桑駅までの往
　復運賃に雪舟町（そりまち）汁とおにぎりがつ
　いて500円とお得な「キャンドルチケット」を
　ご利用ください。
※前売り券のお求めは、荒砥駅及び長井駅、町民
　税務課まで

【問い合わせ】
　町民税務課くらし・環境推進係（☎85-6131）

プログラム

PM6:16　フラワー長井線下り着（長井方面より）

6:36　フラワー長井線上り着（荒砥方面より）

6:45　オープニングセレモニー

7:00　「駅前ライブ」in 雪
そ り

舟町公民館

　　①唄　京都サンライズ

　　　…鮎貝在住のグループ。ギターとウクレレ、

　　　　アフリカンな打楽器での曲。

　　②ピアノ　長谷部真弓さん・後藤美里さん

　　　…地元東高玉在住の長谷部さんと鮎貝在住

　　　　の後藤さんのピアノユニット。

　　　　美しい音色を･･･

　　③唄　フェイマスグラウス

　　　…山形市を拠点に活動しているグループ。

　　　　メンバーの“タダシ”は白鷹出身。

7:52　フラワー長井線上り発（長井方面へ）

8:35　フラワー長井線下り発（荒砥方面へ）終了

省エネ啓発＆長井線利用拡大イベント

100万人のキャンドルナイト IN しらたか

～でんきを消して、スローな夜を。～

蚕桑駅がろうそくでライトアップ！
フラワー長井線を幻想的な灯りたちがお出迎えです！

売店もあります

山
形
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
道
�
�
�
号
�
立
体
交
差
工
事
�
伴
�

町
道
荒
砥
駅
本
宿
線
�
通
行
規
制
�
�
�
�

　

国
道
２
８
７
号
と
町
道
荒
砥
駅
本
宿
線
の
立
体
交
差
に
向
け
て
の
新

橋
「
八
乙
女
橋
」
工
事
に
伴
い
、
12
月
上
旬
よ
り
橋
桁
の
架
設
工
事
を

予
定
し
て
い
る
た
め
、
通
行
規
制
を
行
い
ま
す
。

　

桁
架
設
時
は
町
道
上
空
で
の
工
事
と
な
り
町
道
の
通
行
は
危
険
で
あ

る
た
め
「
全
面
通
行
止
め
」
を
行
い
、
桁
架
設
後
は
橋
桁
と
現
町
道
の

空
間
が
狭
く
な
る
た
め
「
通
行
車
両
の
高
さ
制
限
」
を
行
い
ま
す
。
通

行
規
制
の
時
期
・
制
限
等
に
つ
い
て
は
、
工
事
現
場
周
辺
に
設
置
す
る

注
意
看
板
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
桁
架
設
後
の
「
通
行
車
両
の
高
さ
制

限
」
に
つ
い
て
は
、
立
体
交
差
完
成
後
に
行
う
町
道
の
道
路
工
事
が
終

了
す
る
平
成
19
年
冬
こ
ろ
ま
で
、
規
制
を
行
う
予
定
で
す
。
そ
の
間
は
、

現
町
道
北
側
の
「
県
道
荒
砥
停
車
場
線
」
の
迂
回
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
通
行
し
て
い
る
仮
設
道
路
の
交
差
点
で
は
、
大
型
車
の

交
差
点
右
左
折
状
況
に
合
わ
せ
て
停
止
線
位
置
を
交
差
点
か
ら
離
し
て

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
冬
期
間
は
、
十
分
に
前
方
注
意

の
う
え
通
行
く
だ
さ
い
。

　

大
変
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
協
力
・
ご
理

解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

至寒河江市

至荒砥駅

至長井市

至 十 王

仮設道路

町道荒砥駅本宿線

国
道
２
８
７
号

迂回路

八乙女橋工事

交通規制個所

問い合わせ
置賜総合支庁西置賜道路計画課
（☎88－5111内線335）

◆工事現場付近図
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国
民
年
金

�
�
�
�
知
�
�

　

平
成
17
年
よ
り
、
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す

る
書
類
の
添
付
等
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

平
成
18
年
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
控
除
証
明
書
が
必
要
で

す
。
こ
の
証
明
書
は
11
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
（
平
成
18
年
10
月

３
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
、

そ
の
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
た
か
た
に
つ
い
て
は
、
２

月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
）。

　

下
図
の
①
納
付
済
ま
た
は
③
合

計
額
の
い
ず
れ
か
の
金
額
を
、
給

与
所
得
者
の
保
険
料
控
除
申
告
書

の
社
会
保
険
料
控
除
欄
に
記
入
し
、

証
明
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

■
年
末
調
整
で
、
ご
自
身
や
ご
家
族
の

　

国
民
年
金
保
険
料
を
申
告
す
る
か
た
へ

【社会保険料（国民年金保険料）控除証明書】
親展

９９２－０８００

山形県西置賜郡白鷹町大字○○

白鷹 太郎 様

お問い合わせ先等

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書

証明日

社会保険庁総務部経理課長
印 納付対象月欄

※「済」または「見」

 で表示します。

① 納 付 済

② 見 込 額

③ 合 計 額

この部分は添付する必要はありません。

障
害
基
礎
年
金
に
該
当
す
る
要

件
と
は

・
国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
中

に
初
診
日
（
初
め
て
医
者
に
か
か

っ
た
日
）
の
あ
る
傷
病
（
病
気
・

け
が
）
で
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ

と
。
ま
た
被
保
険
者
で
あ
っ
た
人

に
つ
い
て
は
、
初
診
日
に
60
歳
以

上
65
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
ん

で
い
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
（
60
歳

以
上
の
か
た
は
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
な
い
か
た
の
み
）。

・
障
害
認
定
日
（
※
）
に
、
１
級

ま
た
は
２
級
の
障
害
に
該
当
し
て

い
る
こ
と

・
一
定
の
保
険
料
の
納
付
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と

＊
20
歳
前
の
病
気
・
け
が
で
障
害

に
な
っ
た
場
合
も
、
障
害
基
礎
年

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
障
害
認
定
日　

障
害
基
礎
年
金

を
う
け
ら
れ
る
障
害
の
状
態
に
あ

る
か
ど
う
か
の
認
定
日
で
す
。
原

則
と
し
て
、
障
害
の
原
因
と
な
っ

た
け
が
や
病
気
の
「
初
診
日
」
か

ら
１
年
６
カ
月
を
経
過
し
た
日
に

障
害
の
状
態
に
あ
る
か
ど
う
か
。

身
体
障
害
者
手
帳
と
障
害
等
級

は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　

現
在
、
国
民
年
金
期
間
中
の
か

た
で
も
、
厚
生
年
金
期
間
中
に
初

診
日
が
あ
る
場
合
は
１
級
か
ら
３

級
ま
で
の
障
害
に
該
当
す
る
か
た

は
障
害
厚
生
年
金
に
該
当
し
ま
す
。

ま
た
、
障
害
４
級
の
か
た
で
も
、

障
害
厚
生
年
金
の
３
級
と
し
て
認

定
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

町
民
税
務
課
戸
籍
年
金
係
、
ま

た
は
米
沢
社
会
保
険
事
務
所
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

年金相談日のお知らせ

　県内の社会保険事務所では、11月11
日（土）、12日（日）の両日（午前９時30
分～午後４時）、年金相談を開設します。
平日の日中に相談できないかたは、ぜ
ひご利用ください。

■
障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て

扶
養
親
族
等
申
告
書
の

提
出
を
お
忘
れ
な
く
！

　

老
齢
や
退
職
を
事
由
と
す
る
年

金
は
所
得
税
の
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
所
得
税
は
源
泉
徴
収

に
な
っ
て
い
る
た
め
、
年
金
を
受

け
て
い
る
か
た
は
社
会
保
険
庁
に

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

扶
養
親
族
等
申
告
書
の
用
紙

（
ハ
ガ
キ
形
式
）は
10
月
下
旬
に
送

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
用
紙
（
ハ
ガ

キ
）
が
送
ら
れ
て
き
た
か
た
は
、

忘
れ
ず
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
扶
養
親
族
申
告
書
を
提
出
し
な

い
と
諸
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
源

泉
徴
収
額
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

◇
提
出
が
不
要
な
か
た
（
申
告
書

の
用
紙
が
送
付
さ
れ
な
い
か
た
）

・
遺
族
年
釜
や
障
害
年
塗
を
受
け

　

て
い
る
か
た

・
そ
の
年
に
支
払
わ
れ
る
年
金
額

　

が
１
５
８
万
円
（
65
歳
未
満
は

　

１
０
８
万
円
）
に
満
た
な
い
か

　

た
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国民年金のお問い合わせ　町民税務課　戸籍年金係（☎85－6129）

年金を受給されている皆さまへ
　12月が誕生月のかたから原則的に現況届が廃止にな
ります。
　受給者の皆さまの現況届は、住民基本台帳ネットワ
ークシステムにより行うことになりました。
　これにより、12月生まれのかたより順次、現況届の
提出が原則不要となります。ただし、一部のかたにつ
いては今後も現況届が必要となる場合があります。提
出が必要なかたは、これまでどおり現況届が送付され
ます。

ご  

注  

意

　

社
会
保
険
事
務
所
や
国

民
年
金
基
金
の
職
員
等
を

装
い
、
電
話
、
ハ
ガ
キ
、

訪
問
な
ど
で
金
銭
を
だ
ま

し
取
ろ
う
と
し
た
り
、
ご

家
族
の
勤
務
先
の
名
称
、

電
話
番
号
を
聞
き
出
す
な

ど
、
個
人
情
報
を
収
集
し

よ
う
と
す
る
事
件
が
起
き

て
い
ま
す
。

　

社
会
保
険
事
務
所
や
国

民
年
金
基
金
で
は
、
指
定

口
座
に
現
金
の
振
込
を
依

頼
し
た
り
、
社
会
保
険
の

手
続
き
の
た
め
の
手
数
料

と
称
し
て
現
金
を
徴
収
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
電
話
で
個
人
情
報

を
聞
き
出
す
こ
と
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

不
審
に
思
わ
れ
る
訪
問

者
や
電
話
等
が
あ
っ
た
場

合
は
、
そ
の
場
で
対
応
せ

ず
に
、
お
近
く
の
社
会
保

険
事
務
所
な
ど
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成18年『移動年金相談日』

　　〈相談日〉
　　11月22日（水）、12月27日（水）、１月31日（水）
　　２月28日（水）、３月28日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分

　　　　　　　　午後１時～１時30分

　　●開始時刻　午前10時～、午後１時～

　　●会　　場　中央公民館第１・２研修室（２階）

　　　※会場は都合により館内別室になる場合があ　

　　　ります。ロビーの案内板をご確認ください。

　　●内　　容　年金のことならなんでも

　　■主　　催　米沢社会保険事務所

　　　　　　　　　（☎0238－22－4220）

　自営業者などの国民年金第１号被保険者のかたがゆと
りのある老後を過ごすことができるように基礎年金に上
乗せして積み立てできます（ただし、保険料が免除され
ているかたや、学生納付特例を受けているかた、付加保
険料を納付しているかた、農業者年金に加入しているか
たは加入できません）。

知ってトクする

国 民 年 金 国民年金基金
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10
月
28
日
、
役
場
敷
地
内
で
、

長
岡
市
栃
尾
地
域
特
別
交
流
事
業

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平

成
16
年
の
10
月
23
日
に
発
生
し
た

新
潟
県
中
越
地
震
に
お
い
て
甚
大

な
損
害
を
被
っ
た
姉
妹
都
市
・
新

潟
県
長
岡
市
栃
尾
地
域
（
旧
栃
尾

市
）
が
、
白
鷹
町
内
の
皆
さ
ん
か

ら
受
け
た
復
興
支
援
へ
感
謝
し
、

ま
た
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
て

い
く
と
い
う
目
的
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
栃
尾
地
域
か
ら
は
、
馬
場
長

岡
市
特
別
参
与
（
元
栃
尾
市
長
）

を
始
め
と
す
る
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
が
お
越
し
に
な
り
、
感
謝
の
意

を
込
め
た
栃
尾
名
物
「
巨
大
あ
ぶ

ら
げ
」
の
実
演
、
揚
げ
た
て
ジ
ャ

ン
ボ
あ
ぶ
ら
げ
の
試
食
、
栃
尾
観

光
物
産
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
中
央
公
民
館
で
は
、
防

災
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

稲
田
栃
尾
支
所
長
か
ら
は
「
地
震

で
得
た
温ぬ
く
も
り情
」
と
題
し
、
地
震
災

害
の
悲
惨
な
状
況
や
そ
れ
か
ら
立

ち
直
ろ
う
と
す
る
復
興
活
動
の
様

子
な
ど
を
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
県
の
総
合
防
災
課
か

ら
長
井
盆
地
西
縁
断
層
帯
で
地
震

が
起
こ
っ
た
場
合
の
被
害
想
定
報

告
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
22
日
、
東
根
小
学
校
に
お

い
て
、
白
鷹
町
総
合
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
不
意

の
災
害
に
備
え
、
住
民
自
ら
の
訓

練
に
よ
り
防
災
意
識
を
高
め
て
い

く
目
的
で
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
災
害
対
策
本
部
の
設
置
か
ら
、

救
助
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
、
火

災
防
ぎ
ょ
訓
練
な
ど
、
地
元
の
皆

さ
ん
と
小
学
生
、
消
防
団
、
町
関

係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
真
剣
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

防
災
ヘ
リ
「
も
が
み
」
の
救
助

訓
練
で
は
、
小
学
校
の
上
空
を
舞

台
に
、
本
番
さ
な
が
ら
の
救
助
活

動
を
披
露
。
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
く

も
繊
細
な
動
き
に
、
参
加
し
た
皆

さ
ん
は
驚
き
、
頼
も
し
さ
を
感
じ

な
が
ら
見
学
し
ま
し
た
。

長
岡
市
栃
尾
地
域
特
別
交
流
事
業

平
成
18
年
度
白
鷹
町
総
合
防
災
訓
練

被害状況などを写真で説明報告。
あらためて悲惨さを知りました。

ジャンボあぶらげ。「へー、こう
やって揚げるのかあ。」

めずらしい栃尾の食べ物がいっ
ぱいでした。

巨大あぶらげ。220㎝×70㎝の
大きさで、揚がるまでは１時間。

橋本町長の「あぶらげ入刀」。
表面に「ありがとう」の文字が。

日赤奉仕団の応急給食訓練

小学生も真剣に避難訓練 地域の皆さんの消火訓練 商工会建木部会の道路障害除去訓練

地震の被害や救援の様子などの
写真パネルも展示されました。
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第
�
回
�
白
鷹
町
�
�
�
�
交
流
大
使
�
語
�
会
�

〜
い
た
だ
い
た
ご
意
見
よ
り
〜

　

９
月
30
日
、
第
２
回
「
白
鷹
町

ふ
る
さ
と
交
流
大
使
と
語
る
会
」

が
パ
レ
ス
松
風
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

◇
ふ
る
さ
と
交
流
大
使
出
席
者

　

青
木
邦
明
さ
ん
（
蚕
桑
出
身
）

　

安
部
俊
彦
さ
ん
（
十
王
出
身
）

　

伊
藤
淳
子
さ
ん
（
東
京
都
）

　

井
上
良
弘
さ
ん
（
荒
砥
出
身
）

　

小
口
英
吉
さ
ん
（
鮎
貝
出
身
）

　

塚
原
光
英
さ
ん
（
荒
砥
出
身
）

　

田
勢
康
弘
さ
ん
（
蚕
桑
出
身
）

　

布
川
文
雄
さ
ん
（
鮎
貝
出
身
）

　

白
鷹
町
の
概
況
説
明
の
後
、
大

使
と
町
、
議
会
、
商
工
会
、
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
財
団
、
観
光
協
会
、
Ｊ

Ａ
の
各
代
表
者
と
が
ま
ち
づ
く
り

の
諸
課
題
に
つ
い
て
懇
談
し
、
広

範
な
視
点
か
ら
意
見
や
提
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

☆
19
年
度
か
ら
休
校
と
な
る
中

山
小
学
校
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て○
景
観
に
恵
ま
れ
た
中
山
小
学
校

　

を
自
然
に
親
し
む
体
験
学
習
の

　

場
と
し
て
活
用
。

○
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
若
者
の

　

学
び
の
拠
点
に
。

○
学
習
環
境
と
し
て
は
大
変
に
よ

　

い
の
で
、
全
く
無
く
す
の
で
は

　

な
く
年
数
回
開
校
し
て
活
用
。

☆
21
年
度
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の

「
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
つ

い
て

○
町
内
は
当
然
、
町
外
か
ら
も
利

　

用
し
て
も
ら
え
る
施
設
に
。

○
白
鷹
出
身
の
梅
津
五
郎
画
伯
の

　

作
品
を
目
玉
と
し
て
展
示
。

○
町
外
か
ら
の
移
住
促
進
の
た
め
、

　

白
鷹
の
魅
力
を
実
感
し
て
も
ら

　

う
滞
在
ツ
ア
ー
な
ど
行
う
。

○
四
季
の
郷
な
ど
の
移
住
に
関
し

　

て
は
女
性
の
意
見
が
非
常
に
大

　

切
。
女
性
を
入
れ
て
話
し
合
う
。

☆
都
市
と
の
交
流
促
進
の
考
え

方
に
つ
い
て

○
観
光
施
設
は
分
散
よ
り
一
つ
の

　

エ
リ
ア
に
集
中
し
て
あ
る
ほ
う

　

が
来
訪
者
に
と
っ
て
は
便
利
。

○
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、

　

下
心
が
見
え
る
や
り
方
は
失
敗

　

す
る
。
結
果
と
し
て
利
益
が
あ

　

る
状
態
を
つ
く
る
。

○
ま
ち
の
魅
力
は
、
整
備
さ
れ
た

　

も
の
よ
り
、
も
と
も
と
あ
る
も

　

の
の
方
に
魅
力
が
あ
る
。

○
隠
れ
た
名
産
品
と
し
て
、
漬
け

　

物
が
印
象
に
残
る
。
Ｐ
Ｒ
を
強

　

化
し
て
い
く
べ
き
。

○
白
鷹
は
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト

　

を
数
多
く
行
っ
て
い
る
が
、
伝

　

わ
っ
て
来
な
い
。
町
情
報
の
窓

　

口
を
一
本
化
し
て
機
能
強
化
。

○
白
鷹
の
優
れ
た
発
酵
文
化
を
Ｐ

　

Ｒ
す
る
た
め
、
全
国
の
手
づ
く

　

り
発
酵
食
品
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

　

開
い
て
は
ど
う
か
。

☆
策
定
中
の
観
光
交
流
推
進
計

画
に
つ
い
て

○
計
画
は
実
践
す
る
人
を
ど
う
導

　

い
て
い
く
の
か
が
大
切
。

○
桜
・
紅
花
・
鮎
ま
つ
り
な
ど
実

　

績
と
と
も
に
知
名
度
は
確
実
に

　

上
が
っ
て
い
る
。

○
白
鷹
町
は
一
言
で
言
っ
て
何
の

　

町
か
、
統
一
し
て
お
く
べ
き
。

○
紅
花
は
一
部
の
地
区
で
は
な
く
、

　

全
体
で
関
わ
る
取
り
組
み
が
必

　

要
。
ま
た
、
観
光
施
設
に
一
年

　

中
飾
る
こ
と
や
健
康
食
と
し
て

　

の
開
発
な
ど
こ
だ
わ
り
が
大
切
。

○
町
民
全
員
で
お
も
て
な
し
の
心

　

で
接
す
る
こ
と
が
大
切
。

○
白
鷹
に
は
資
源
が
た
く
さ
ん
あ

　

る
が
、
瑞
龍
院
の
書
物
、
最
上

　

川
、
鉄
橋
、
高
玉
芝
居
な
ど
、

　

素
材
が
充
分
活
用
さ
れ
て
い
な

　

い
。

○
観
光
を
進
め
る
う
え
で
、
万
人

　

受
け
す
る
も
の
は
絶
対
に
う
ま

　

く
行
か
な
い
。

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
自
体
は
受
身
の

　

情
報
で
あ
り
、
白
鷹
町
を
知
り

　

た
い
人
に
は
有
効
だ
が
「
白
鷹

　

町
っ
て
こ
ん
な
町
だ
。」
と
発

　

信
す
る
も
の
が
な
い
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
提
言

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
か
す

た
め
、
全
庁
に
配
布
し
ま
し
た
。

大
使
の
皆
さ
ま
に
は
、
今
後
と
も

白
鷹
町
の
応
援
団
と
し
て
の
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
観

光
交
流
係
（
☎
85

－

６
１
２
６
）
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　10月22日、荒砥、長井、宮内の３駅で、
フラワー長井線まつりが開催されました。
日ごろの利用への感謝と長井線にさらに関
心を持っていただこうと企画されたもので、
多彩なイベントが行われました。荒砥駅で
は、ミニＳＬやモーターカーの乗車体験、
よさこいソーランの演舞、荒砥鉄橋研究所
のパネル展、各種団体の出店などが行われ
ました。フラワー長井線に乗って帰ってい
く子どもたちはみんな笑顔でした。

長
井
線
�
笑
顔
満
開

�
�
�
�
長
井
線
�
�
�

　10月19日、スキーセンターで、ホップサ
ミットが開かれました。産地として本町を
はじめ、秋田県遠野市、秋田県横手市と大
館市、福島県喜多方市の関係者がホップに
よる産業振興、地域づくりについて意見を
交換。遠野市からは若芽料理への取り組み、
横手市からはホップの二番花によるお茶の
開発、資生堂からは新商品「ホップ香水」
も発表されました。最後に、ホップを使っ
た多彩な料理を試食し、交流を深めました。

国
産
�
�
�
�
90
�
�
�
�
�
東
北
�
市
町
�
交
流

第
�
回
�
�
�
�
�
�
�
in
白
鷹

　10月16日、山口地区のぽかぽか農園で、
こぐわ・あゆかい保育園、陽光学園、こぶ
しの家の皆さんがサツマイモ掘りを行いま
した。この農園は、地元だいこんの会が中
心となり共同でつくっている畑で、園児や
施設利用者の皆さんとの交流の機会ともな
っています。園児たちは小さな手で大きな
いもを掘り当てていました。帰るころには、
収穫したサツマイモの入った袋を引きずり
ながら歩くかわいらしい姿が見られました。

�
�
�
�
楽
�
�
思
�
出
�
収
穫

�
�
�
�
農
園
�
�
掘
�
体
験

　10月３日、鮎貝小学校で、福祉コンサー
トが行われました。福祉教育に取り組む鮎
貝小学校が心の育成を図ることを目的に、
命や福祉の大切さなどを歌で伝える活動を
している須貝智郎さんとＡＫＥＭＩさんを
招いて行ったもの。須貝さんは「人はたく
さんの命（食べ物）をいただいて生きてい
るのです。」と話すと、児童たちはうなずき
ながら真剣に聞いていました。楽しい中に、
心の温まる雰囲気のコンサートでした。

人
�
優
�
�
�命
�
大
切
�

福
祉
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� 

�
�
�
�

荒
砥
小
学
校
�
�
�
�
�
�
�

選
手
�
児
童
�
交
流

　

10
月
31
日
、
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
・

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
選
手
４
人

が
荒
砥
小
学
校
を
訪
れ
、
４
年
生

44
人
と
交
流
し
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
教
室
に
現
れ
た
選
手
た
ち

に
大
感
激
。
最
初
は
あ
こ
が
れ
の

選
手
た
ち
に
緊
張
し
て
い
た
様
子

で
し
た
が
、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
で
は

打
ち
解
け
、
顔
と
顔
を
突
き
合
わ

せ
て
選
手
に
質
問
攻
め
。

　

渡
部
選
手
は
「
好
き
な
こ
と
を

が
ん
ば
っ
て
続
け
る
こ
と
が
夢
に

つ
な
が
る
。」、
太
田
選
手
は
「
学

校
も
チ
ー
ム
も
、
仲
間
が
一
番
大

切
だ
よ
。」と
話
し
、
子
ど
も
た
ち

と
夢
を
語
り
合
い
ま
し
た
。
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　10月28日、29日、中央公民館を主会場に、
36回となる白鷹町芸術祭が開催されました。
町芸術文化協会所属の28団体が参加し、一
般参加の書道や絵画、和紙ちぎり絵、写真
なども展示。28日は荒砥小、東根小、西中、
荒砥高校の合唱・吹奏楽の発表があり、息
の合ったハーモニーで会場をわかせました。
子どもたちから、その技に長年取り組まれ
てきたかたがたまで、日ごろの活動の成果
を訪れた皆さんにアピールしました。

心
�
心
�
�
�
�
芸
術
�
祭
典

第
36
回
白
鷹
町
芸
術
祭

　10月16日、中央公民館で、新荒砥橋建設
期成同盟会総会・建設促進大会が開かれま
した。これは、懸案となっている荒砥橋の
架け替えを早期に実現しようと毎年行われ
ているもので、関係者など約130人が参加。
来賓のかたがたは「置賜地区の主要路線と
して早期着工を要望していくことが大切。」
などとあいさつされ、最後に大会決議を採
択しました。大会では、荒砥高校生による
荒砥鉄橋の研究発表も行われました。

早
期
着
工
�
願
�
�

新
荒
砥
橋
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

　10月26日、土里夢館で、有限会社どりい
む農園の主催により、本町に嫁いでこられ
た外国人花嫁の皆さんとどりいむ農園女性
部との交流会が開かれました。これは、同
社の地域づくり事業の一環で、町内に住む
国際結婚の13家族が招待され、女性部の皆
さんは地元の食材を使った手づくりの料理
と歌や踊りでもてなしました。外国人花嫁
さんたちは母国語であいさつやことばを教
えるなど、和やかに会話が続きました。

地
域
住
民
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

外
国
人
花
嫁
�
地
元
女
性
�
交
流
会

　10月28日、プロボクシング選手の梅津宏
治さんが来町されました。父が荒砥出身の
梅津さんは、同14日に日本フェザー級王者
になったばかり。白光園に入所する祖母・
梅津せつさんに一目チャンピオンベルトを
見せたいと、千葉県からお越しになりまし
た。世界チャンピオンは目指すかとの問い
に「もちろんです。それまでおばあちゃん
もまだまだ元気でいてもらいたい。」と話し
ていました。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

日
本
�
�
�
�
級
王
者
�
梅
津
宏
治
�
�

平
成
18
年
度

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

�
�
�
村
敷
地
内
��
親
水

広
場
�
�
整
備

　

こ
の
た
び
、
い
き
い
き
深
山
郷

の
ど
か
村
に
親
水
広
場
が
完
成
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
住
民
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

自
治
宝
く
じ
の
収
益
金
か
ら
助
成

さ
れ
る
「
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た

も
の
で
す
。
広
場
に
は
メ
ダ
カ
池
、

ト
ン
ボ
池
、
ヤ
マ
メ
池
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
、
魚
の
つ
か
み

取
り
な
ど
、
の
ど
か
村
で
行
わ
れ

る
地
域
に
根
ざ
し
た
交
流
活
動
に

幅
広
く
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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遠
藤
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り

交
通
安
全
に
特
段
の
関
心
を
寄
せ

各
種
活
動
に
力
を
注
が
れ
、
特
に
、

平
成
９
年
度
か
ら
白
鷹
町
交
通
安

全
母
の
会
会
長
と
し
て
、
地
域
や

町
全
体
の
交
通
安
全
啓
蒙
と
母
の

会
の
組
織
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

遠
藤
美
沙
子
�
��
荒
砥
乙
�
�

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
受
賞

五
十
嵐
誠
一
�
��
荒
砥
乙
�
�

地
方
行
政
功
労
者
表
彰
受
賞

　

五
十
嵐
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た

り
教
育
行
政
に
特
段
の
関
心
を
寄

せ
、
平
成
５
年
か
ら
町
教
育
委
員

と
し
て
力
を
注
が
れ
て
き
ま
し
た
。

特
に
、
平
成
13
年
か
ら
平
成
18
年

ま
で
の
５
年
間
、
白
鷹
町
教
育
委

員
会
委
員
長
と
し
て
努
め
ら
れ
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
へ
の

取
り
組
み
や
学
校
統
合
問
題
の
解

決
な
ど
、
町
学
校
教
育
の
質
の
向

上
、
環
境
整
備
等
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�（
表
彰
・
大
会
結
果
）

今
利
一
郎
�
�
�
深
山
�
�

�
森
�
名
手
�
名
人
�
�
�
人
��

認
定
�
�
�
�
�

　

こ
れ
は
、
国
土
緑
化
推
進
機
構

が
主
催
す
る
「
も
り
の
く
に
・
に

っ
ぽ
ん
運
動
」
の
一
環
で
、
森
に

か
か
わ
る
生
業
や
地
域
生
活
に
密

着
し
た
営
み
の
中
で
、
優
れ
た
技

を
極
め
、
他
の
模
範
と
な
っ
て
い

る
か
た
を
認
定
す
る
も
の
で
す
。

　

今
さ
ん
は
、
約
30
年
前
に
代
々

伝
え
ら
れ
て
き
た
深
山
和
紙
づ
く

白
鷹
町
�
�
�
会
�
交
通
安
全

功
労
団
体
表
彰
受
賞

　

白
鷹
町
ホ
ン
ダ
会
（
会
長　

伊

東
優
さ
ん
）
は
、
昭
和
56
年
に
交

通
安
全
、
交
通
事
故
防
止
、
安
全

運
転
活
動
を
目
的
に
結
成
さ
れ
、

特
に
、
昭
和
59
年
か
ら
こ
れ
ま
で

の
永
き
に
わ
た
り
、
町
内
全
域
の

道
路
反
射
鏡
の
清
掃
、
修
繕
及
び

角
度
調
整
等
を
行
い
、
道
路
交
通

安
全
確
保
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

り
を
始
め
、
現
在
に
至
る
ま
で
伝

統
的
な
製
法
で
和
紙
漉
き
を
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
昭
和
53
年
に
は

伝
統
的
工
芸
技
術
が
広
く
認
め
ら

れ
、
山
形
県
の
無
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
原
料
と
な
る

楮
栽
培
や
ニ
レ
の
刈
り
取
り
、
天

然
の
水
を
使
用
す
る
な
ど
、
森
と

の
深
い
か
か
わ
り
の
中
で
和
紙
漉

き
技
術
を
守
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
功
績
に
よ
り
、
こ
の
た
び

の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

白
鷹
町
誕
生
52
周
年
記
念

地
区
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

荒
砥
Ａ
チ
ー
ム
が
６
連
覇

10
月
９
日
開
催

第
１
位　

荒
砥
Ａ

　

２
時
間
32
分
26
秒

第
２
位　

十　

王

　

２
時
間
33
分
38
秒

第
３
位　

鮎　

貝

　

２
時
間
34
分
36
秒

第
４
位　

鷹　

山

　

２
時
間
35
分
42
秒

第
５
位　

蚕　

桑

　

２
時
間
36
分
23
秒

第
６
位　

東　

根

　

２
時
間
41
分
24
秒

第
７
位　

荒
砥
Ｂ

　

２
時
間
56
分
11
秒

☆
区
間
新
記
録

第
４
区　

押
切
啓
介
（
十
王
）

４
分
04
秒

第
10
区　

鈴
木
友
幸
（
十
王
）

18
分
14
秒

白
鷹
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
少
年
団�
男
子
��
県

外
�
大
会
�
優
勝

　

９
月
23
日
、
新
潟
県
三
条
市
で

行
わ
れ
た
「
第
５
回
三
条
嵐
南
交

流
大
会
・
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｕ
Ｐ
」

に
お
い
て
、
優
勝
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
主
に
新
潟
県
内

の
チ
ー
ム
が
交
流
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
る
大
会
で
、
毎
回
強
豪
が

競
い
合
い
ま
す
。
今
回
は
８
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
決
勝
で
は
宮
内
ド

リ
ー
ム
ス
・
Ｊ
（
長
岡
市
）
を
55

対
25
で
破
り
ま
し
た
。
こ
の
大
会

で
は
最
優
秀
選
手
賞
に
五
十
峯
央

人
く
ん
、
得
点
王
に
村
上
駿
人
く

ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
女
子
チ
ー
ム
も

参
加
し
ま
し
た
。
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荒
砥
高
校
開
放
講
座

第
４
弾
「
タ
ガ
ロ
グ
語
を
話
し
て

み
よ
う
」

　

荒
砥
高
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
英
語
指

導
助
手
）
の
ル
ビ
ー
先
生
（
フ
ィ

リ
ピ
ン
出
身
）
の
母
国
語
を
学
び

ま
し
ょ
う
。

▼
い
つ　

12
月
８
日
（
金
）
午
後

７
時
〜
９
時

▼
対
象　

小
学
生
以
上

▼
受
講
料　

無
料

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具

第
５
弾
「
料
理
教
室　

手
軽
に
フ

レ
ン
チ
」

　

肉
と
魚
の
メ
イ
ン
デ
ッ
シ
ュ
を

そ
ろ
え
た
本
格
フ
レ
ン
チ
を
つ
く

り
試
食
し
ま
す
。

▼
い
つ　

12
月
15
日
（
金
）
午
後

６
時
30
分
〜
９
時

▼
対
象　

18
歳
以
上　

▼
定
員　

30
人

▼
受
講
料　

１
５
０
０
円
（
材
料

代
と
し
て
）

▼
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用

具☆
ど
ち
ら
も

▼
会
場　

荒
砥
高
校

＊
当
日
は
職
員
玄
関
か
ら
お
入
り

く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

11
月
30
日
（
木
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

白
鷹
学
講
座　

パ
�
ト
８

�
影
絵
劇
場
�
星
の
王
子
さ
ま
�
�

　

こ
の
冬
、
白
鷹
町
で
影
絵
劇
場

「
星
の
王
子
さ
ま
」
を
開
催
し
ま

す
。
等
身
大
の
影
絵
は
大
人
の
か

た
に
も
ぜ
ひ
一
緒
に
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
作
品
で
す
。
ご
家
族
お
そ

ろ
い
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
は
な
し

�
�
�
砂
漠
�
不
時
着
�
�
飛
行

士
�
前
�
�
小
�
�
王
子
�
�
�

現
�
�
�
�
王
子
�
�
�
自
分
�

星
�
出
�
�
�
�
�
�
星
�
巡
�
�

最
後
�
地
球
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
地
球
�
王
子
�
�
�

�
�
�
�
友
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
星
�
残
�
�
�
�
花

�
�
�
�
世
�
一
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
花
�
�
��
教
�
�

�
�
王
子
�
�
�
�
�
�
花
�
�

�
�
帰
�
決
心
�
�
�
�
�

●
期
日　

12
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
20
分

　
　
　
　

（
昼
12
時
30
分
開
場
）

●
会
場　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

●
出
演　

劇
団
か
か
し
座

●
定
員　

５
０
０
人

●
チ
ケ
ッ
ト
（
前
売
券
）

①
フ
ァ
ミ
リ
ー
券
（
大
人
１
人
、

子
１
人
）
２
５
０
０
円

②
き
ょ
う
だ
い
券
（
①
購
入
者
の

　

み
、
子
１
人
）
８
０
０
円

③
子
ど
も
券
（
18
才
ま
で
）

　

１
２
０
０
円

④
大
人
券　

１
８
０
０
円

⑤
ペ
ア
券
（
大
人
２
人
）

　

３
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

・
白
鷹
町
教
育
委
員
会
（
午
前
８

　

時
30
分
〜
午
後
５
時　

土
日
祝

　

日
除
く
）

・
中
央
公
民
館
（
午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
10
時　

土
日
祝
日
可
）

・
各
地
区
公
民
館
（
午
前
９
時
〜

　

午
後
５
時　

日
曜
・
祝
日
除
く
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会　

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推

進
係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

●
主
催

　

白
鷹
学
講
座
企
画
委
員
会

　

親
と
子
で
人
形
劇
を
み
る
会

　

白
鷹
町
教
育
委
員
会

佳
作　

黄
金
の
稲
穂
の
中
の
無
人
駅　
　
　
　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

　

〃　

降
り
る
人
な
か
っ
た
雨
の
無
人
駅　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

地
場
産
が
胡あ
ぐ
ら座

か
い
て
る
道
の
駅　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

人
生
は
各
駅
停
車　

面
白
い　
　
　
　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

　

〃　

旅
が
好
き
駅
弁
が
好
き
味
く
ら
べ　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

道
の
駅
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
山
の
幸　
　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

出
稼
ぎ
を
送
っ
て
無
口
北
の
駅　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

〃　

思
い
出
も
ロ
マ
ン
も
あ
っ
た
無
人
駅　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

遠
い
日
の
待
合
駅
の
お
下
げ
髪　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

船
山　

英
三

　

〃　

春
日
八
郎
が
見
送
っ
て
い
る
終
列
車　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

無
人
駅　

空
き
カ
ン
に
花
活い

け
て
あ
り　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

　

〃　

星
空
は
変
わ
ら
ぬ
里
の
無
人
駅　
　
　
　
　

横
須
賀　

勝
見
満
里
子

秀
逸　

こ
の
駅
に
私
も
あ
っ
た
青
春
記　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

〃　

喜
び
も
悲
し
み
も
見
た
田
舎
駅　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

軍
国
の
母
が
送
っ
て
か
ら
の
駅　
　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

　

〃　

鉄
橋
を
渡
る
と
駅
に
母
が
待
つ　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

　

〃　

上
野
駅
故く

に郷
の
訛
り
も
連
れ
て
消
え　
　
　

鮎　

貝　

赤
間　

道
雄

　

〃　

ふ
る
さ
と
の
駅
を
夢
見
る
ホ
ー
ム
レ
ス　
　

小
田
原　

井
上　

秀
雄

　

〃　

荒
砥
駅
降
り
て
眺
め
る
鮎
の
里　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

　

〃　

Ｓ
Ｌ
の
汽
笛
も
泣
い
て
い
た
別
れ　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

青
春
の
駅
へ
続
い
て
い
る
レ
ー
ル　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

無
人
駅
笑
え
る
風
に
泣
く
風
に　
　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

五
客　

日
の
丸
を
振
っ
た
別
れ
の
駅
で
し
た　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

夢
抱
い
た
金
の
卵
を
乗
せ
た
駅　
　
　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

　

〃　

人
情
の
ふ
れ
あ
い
に
混こ

む
道
の
駅　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

初
恋
も
未
来
も
駅
に
あ
り
ま
し
た　
　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

　

〃　

上
野
駅　

北
の
訛
り
が
温
か
い　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

人
位　

バ
ン
ザ
イ
で
湧わ

い
た
日
も
あ
る
無
人
駅　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

地
位　

発
車
ベ
ル
手
を
振
る
母
が
小
さ
く
な
る　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

天
位　

人
生
の
喜
怒
哀
楽
を
知
る
駅
舎　
　
　
　
　

畔　

藤　

小
形　

よ
ね

　

軸　

温
か
い
人
ば
か
り
乗
る
田
舎
駅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
拍
子

次
回
課
題　
「
初
」ま
た
は「
始
」
十
一
月
末
日
ま
で
「
北
」十
二
月
末
日
ま
で

は
が
き
に
三
句　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

駅　
　
　
　

新
野
三
拍
子　

選
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21

ニコニコ掲示板
11月19日（日）に「元
気ニコニコ健康まつり」
が行われます。子ども
から高齢者まで楽しめ
る健康づくりのイベン
トです。皆さん、ぜひ
健康福祉センターにお
越しください。
■問い合わせ　
健康福祉課健康推進係
（☎86－0210）

みんなで元気に暮らしたい…

心にゆとりのある元気な暮らし

今月の？数字

心にゆとりをもって暮らすためには、自分の時間を持つことが大切で
す。それはたとえば、仕事と趣味を両立していたり、夫婦で一緒の時
間を過ごしたりして楽しんでいる暮らしです。

○12.9％＝Ｈ15年に実施した元気ニニコしらたか
　21アンケートで、企業で働く人の「心の健康講
　座」を受けたことのある割合です。
○25.0％＝Ｈ22年には25％以上を目指しています。
　健康教室に参加する人としない人では参加する
　人が心身が健康で充実した生活を送っています。

こころ！元気ですか？
　近年、自殺で命を失う方が増えています。
　全国の自殺者数は、平成10年から増え始め、８年連続して、１年間の自殺
者が３万人を超える状況となっています。
　山形県では、平成17年の自殺者数は概数で年間376人であり、自殺死亡率
は全国第４位となっています。特に、30～50代の働き盛り男性の自殺率が高
く、職場や家庭における心の健康づくり対策が求められています。
　このような状況の中、白鷹町では、商工会と健康福祉課、元気ニコニコ推
進会議、置賜保健所がタイアップして、メンタルヘルスに関する講演会を開
催しました。この催しは、例年開催している「白鷹町建設業労働災害防止大
会」に併せて、７月３日に開催したもので、商工会や企業と協働した、先駆
的な取り組みとなっています。当日は、約180人の参加があり「心のリフレ
ッシュタイム」というテーマで、ヒューマン・メンタルヘルス研究所・所長
の我妻淳一先生からユーモアたっぷりのご講演をいただきました。
　働き盛り世代は、家庭や仕事・地域での付き合い等々でストレスがたまり
やすいものです。あなたは「ストレス予防法」をいくつお持ちですか？

12.9％　　25.0％

 働き盛りの
健康づくり

白鷹町健康増進計画

心の健康？
「心のリフレッシュタイム」
おれも実践してみっか！

ＳＴＲＥＳＳ予防法

Ｓ＝スポーツ・運動（勝負にこだわらない物）
Ｔ＝トラベル・旅行（気ままにいけるもの）
Ｒ＝レクリェーション・遊び（夢中に）

Ｅ＝イーティング・食事（複数で楽しく）
Ｓ＝スイング・唄う・カラオケ（大きな声）
Ｓ＝適量の酒・睡眠・スマイル
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�
認
知
症
�
症
状
�
現
�
方

　

認
知
症
の
お
年
寄
り
は
、
他
人

に
は
対
面
を
保
っ
て
き
ち
ん
と
対

応
し
ま
す
が
、
よ
り
身
近
な
家
族

に
対
し
て
症
状
が
出
や
す
い
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
毎
日
介
護

し
て
い
る
人
に
対
し
て
症
状
が
強

く
出
る
た
め
に
、
他
人
に
は
き
ち

ん
と
し
て
い
る
の
に
、
わ
た
し
に

は
わ
ざ
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
つ
ら
い
思
い
を
し
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
は
む
し
ろ
自
分
た

ち
が
家
族
で
あ
る
と
い
う
認
識
を

本
人
が
持
っ
て
い
て
、
心
で
は
家

族
を
信
頼
し
て
い
る
証
拠
な
の
で

す
。

　

介
護
者
の
周
り
の
人
は
「
わ
た

し
に
は
こ
ん
な
に
き
ち
ん
と
対
応

で
き
る
ん
だ
か
ら
、
認
知
症
で
は

な
い
だ
ろ
う
。
介
護
者
の
か
た
が

お
お
げ
さ
に
言
っ
て
い
る
だ
け
で

は
な
い
か
」
と
介
護
者
を
非
難
す

る
の
は
間
違
い
で
す
。
周
り
の
人

や
家
族
か
ら
の
理
解
と
思
い
や
り

が
ど
れ
だ
け
得
ら
れ
る
か
が
、
介

護
者
の
疲
労
度
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
。
介
護
者
の
日
々
の
介
護
に

対
し
、
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け

た
り
支
援
す
る
こ
と
が
、
介
護
者

の
精
神
的
な
支
援
に
つ
な
が
り
ま

す
。

�
�
�
�
症
状

　

認
知
症
の
人
は
、
認
知
症
が
始

ま
る
と
常
に
異
常
な
行
動
ば
か
り

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
正

常
な
部
分
と
認
知
症
と
し
て
理
解

す
べ
き
部
分
と
が
混
じ
り
合
っ
て

存
在
し
て
い
る
と
い
う
の
が
「
ま

だ
ら
症
状
」
で
す
。

　

非
常
に
し
っ
か
り
し
た
面
も
あ

り
ま
す
か
ら
、
周
囲
は
認
知
症
で

あ
る
と
は
な
か
な
か
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

お
年
寄
り
が
、
常
識
的
な
人
な

ら
行
わ
な
い
よ
う
な
言
動
を
し
て

周
囲
が
混
乱
す
る
よ
う
な
場
合
、

そ
の
原
因
に
な
っ
た
言
動
は
「
認

知
症
の
症
状
で
あ
る
」
と
割
り
切

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

クマ出没？

～杉葉を拾いに行った道で～

♪ある日ー森の中ークマさんにー♪

Ａ男「歌、ストップ！クマが来るとい
　　けない」

Ｂ子「いいべした。赤ちゃんグマが来
　　るかもしれないよ」

Ａ男「ダメ。僕たちの畑のポップコー
　　ン、全部クマ（？）食ったしたー」

Ｂ子「ほだね、歌わねは。クマも畑で
　　食べ物つくればいいのにねー。」

Ａ子「わたしの結婚相手は、運動神経
　　が良くて、お金持ちで、優しい人

　　がいいなー」

Ｂ男「僕は、スタイルが良くて、絵が
　　上手で、金持ち」

Ｃ男「僕は、頭が良くて、お金はない
　　けど、明るくておもしろい人がい

　　いな！」

－すてきな人見つけてね－

未来のパートナー

こぐわ保育園

つぶ
やき

つぶ
やき

●
せ
り
売
り
競
争
入
札
に
付
す

る
事
項

①
入
札
に
付
す
る
物
品
及
び
数
量

▼
建
物

・
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
３
７
３
番

　

14
に
建
っ
て
い
る
住
宅　

１
棟

・
木
造
一
部
２
階
建
１
２
０
・
49
㎡

・
ほ
か
同
宅
地
に
建
っ
て
い
る
小

　

屋
及
び
車
庫

▼
土
地　

白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
３

７
３
番
14　

宅
地
５
０
７
・
99
㎡

②
物
品
の
特
質

▼
建
物

・
昭
和
58
年
建
築　

白
鷹
町
病
院

　

事
業
医
師
住
宅
と
し
て
使
用

・
平
成
14
年
こ
ろ
よ
り
空
家　

平

　

成
18
年
に
北
側
屋
根
修
理

・
現
状
渡
し
（
水
道
、
下
水
道
に

　

加
入
し
て
い
る
が
、
配
管
な
ど

　

の
状
況
は
不
明
）

▼
土
地　

地
形
等
は
現
地
確
認
の

こ
と
。

●
入
札
参
加
者
に
必
要
な
資
格

①
地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
22

年
政
令
第
16
号
。
以
下
「
政
令
」

と
い
う
）
第
１
６
７
条
の
４
第
１

項
の
規
定
に
よ
り
入
札
に
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
た
者

（
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者
等
）

で
な
い
こ
と
。

②
入
札
参
加
申
込
書
を
指
定
し
た

期
日
ま
で
に
提
出
し
た
者
で
あ
る

こ
と
。

●
入
札
説
明
書
に
つ
い
て

①
入
札
説
明
書
の
交
付
期
間　

11
月
13
日
（
月
）
〜
16
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

②
交
付
場
所

白
鷹
町
病
院
事
業
事
務
局
（
〒
９

９
２

－

０
８
３
１　

白
鷹
町
大
字

荒
砥
甲
５
０
１
／
☎
85

－

２
１
５

５
）

●
入
札
手
続
等

①
入
札
参
加
申
込
書
受
付
期
間　

11
月
13
日
（
月
）
〜
16
日
（
木
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

②
入
札
・
開
札
の
日
時　

11
月
22
日
（
水
）
午
前
10
時

※
な
お
、
入
札
手
続
等
の
詳
し
い

内
容
は
入
札
説
明
書
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
病
院
事

業
事
務
局
（
☎
85

－

２
１
５
５
）

白
鷹
町
病
院
事
業
の
普
通
財
産
と
な
っ
て
い
る

住
宅
及
び
住
宅
用
土
地
の
公
売
せ
り
売
り
を
行
い
ま
す
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催　し

平
成
18
年
度
元
気
�
�
�
�
健

康
�
�
�

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
お
い

で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
19
日
（
日
）

午
前
９
時
30
分
（
開
会
行
事
）
〜

午
後
４
時

▼
場
所　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
（
時
間
）

①
げ
ん
き
子
ど
も
大
集
合
「
親
子

　

ふ
れ
あ
い
３
Ｂ
体
操
」（
午
前
10

　

時
〜
昼
12
時
）

②
「
痛
い
の
つ
ら
い
の
と
ん
で
け

　

教
室
」
〜
肩
こ
り
・
腰
痛
・
膝

　

痛
予
防
解
消
体
操
〜
（
午
後
１

　

時
30
分
〜
３
時
30
分
）

③
げ
ん
き
弁
当
コ
ン
ク
ー
ル

④
食
の
暦
よ
り
、か
い
も
ち
の
試
食

⑤
体
力
測
定
、
骨
密
度
測
定

⑥
健
康
づ
く
り
推
進
員
売
店

⑦
福
祉
施
設
売
店

＊
③
〜
⑦
は
午
前
10
時
〜
午
後
３

　

時
⑧
元
気
ニ
コ
ニ
コ
推
進
会
議

＊
史
跡
め
ぐ
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ　

　

（
午
前
10
時
〜
昼
12
時
）

＊
心
の
健
康
相
談
、
禁
煙
、
ア
ル

　

コ
ー
ル
（
午
前
10
時
〜
午
後
３

　

時
）

※
詳
細
は
各
地
区
公
民
館
、
病
院
、

健
康
福
祉
課
に
あ
る
ポ
ス
タ
ー
、

チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
10
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

12
月
10
日
（
日
）
午
後

２
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ

ホ
ー
ル
（
鮎
貝
地
区
公
民
館
）

▼
演
奏
者　

山
形
交
響
楽
団
（
指

揮　

佐
藤
寿
一
）

▼
曲
名

①
デ
ィ
ベ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
１
３
８

②
お
も
ち
ゃ
の
交
響
曲

③
交
響
曲
第
１
番

④
デ
ィ
ベ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト
１
３
６

⑤
交
響
曲
第
27
番

▼
チ
ケ
ッ
ト　

・
大
人
２
０
０
０
円

・
高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

＊
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

　

だ
さ
い
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　

鮎
貝
地

区
公
民
館
、
ヤ
マ
シ
チ
商
店
、
町

立
図
書
館
、
各
実
行
委
員

※
お
も
ち
ゃ
の
交
響
曲
に
出
演
し

て
み
た
い
か
た
を
５
人
募
集
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
・
御
代
田

（
☎
85

－

３
５
２
３
）
ま
た
は
鮎

貝
地
区
公
民
館（
☎
85

－

２
３
４
２
）

豊
�
�
自
然
�
�
�
�
森
�
�

�
活
動

▼
い
つ　

11
月
14
日
（
火
）

①
一
般
植
樹　

午
後
１
時
30
分
〜

②
児
童
植
樹　

午
後
３
時
〜

▼
ど
こ
で　

旧
一
の
坂
ス
キ
ー
場

（
横
田
尻
地
内
）

▼
参
加
者　

地
元
団
体
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
小
学
生
、
一
般
参

加
者

＊
一
般
で
参
加
希
望
の
か
た
は
直

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
み

ど
り
の
郷
推
進
係
（
☎
85

－

６
１

２
５
）

置
賜
協
働
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

▼
い
つ　

11
月
26
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
５
時

▼
ど
こ
で　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま

本
店
（
川
西
町
）

▼
内
容　

①
置
賜
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
研
究

　

会
の
報
告
・
共
同
宣
言

②
基
調
講
演

・
演
題
「
観
光
に
よ
る
地
域
活
性

　

化
を
め
ざ
し
て
」

・
講
師　

渋
川
恵
男
さ
ん
（
会
津

　

若
松
商
工
会
議
所
副
会
頭
）

③
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

○
テ
ー
マ
「
多
様
な
主
体
の
協
働

　

に
よ
る
置
賜
づ
く
り
」

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

宮
原
博
通
さ
ん
（
置
賜
協
働
の

　

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
会
長
）

○
パ
ネ
ラ
ー

・
青
木
孝
弘
さ
ん
（
長
井
ま
ち
づ

　

く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
事
務
局

　

長
）

・
清
野
雅
好
さ
ん
（
米
沢
市
社
会

　

福
祉
協
議
会
地
域
サ
ー
ビ
ス
課

　

主
任
）

・
高
橋
由
和
さ
ん
（
川
西
町
吉
島

　

地
区
社
会
教
育
振
興
会
事
務
局

　

長
）

・
原
田
俊
二
さ
ん
（
川
西
町
長
）

▼
締
め
切
り　

11
月
17 

日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
企
画
振
興
課
（
☎
０
２
３

８

－

26

－

６
０
２
１
）

�
�
�
�
�
�

�
公
共
政
策
�
進
化
�
探
�
�

　

特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
・
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）
及
び
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
の

最
新
の
動
向
に
着
目
し
な
が
ら
、

今
後
の
行
政
・
公
共
経
営
の
新
た

な
方
向
性
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

▼
い
つ　

11
月
22
日
（
水
）
午
後

２
時
〜
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

山
形
市
保
健
セ
ン
タ

ー
大
会
議
室

▼
テ
ー
マ
「
行
政
・
公
共
経
営
体

の
新
た
な
潮
流
〜
Ｐ
Ｆ
Ｉ
・
Ｐ
Ｐ

Ｐ
の
最
新
動
向
を
め
ぐ
っ
て
〜
」

▼
内
容

①
基
調
講
演　

井
出
信
夫
さ
ん

（
新
潟
産
業
大
学
大
学
院
教
授
）

②
セ
ッ
シ
ョ
ン

・
井
出
信
夫
さ
ん

・
太
下
義
之
さ
ん
（
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

　

リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

　

グ
主
任
研
究
員
）

・
中
山
高
樹
さ
ん
（
浦
安
市
経
営

　

企
画
部
次
長
）

▼
募
集
人
員 

１
５
０
人

▼
参
加
費　

無
料



　　 広報しらたか　2006.11.10●23

募　集

隠れ蕎
そ ば

麦屋の里しらたか
今年も新そばがおいしくできました

　新そばの季節到来です。それに先がけ二つの地域からそば
まつりの便りが届きました。白鷹の隠れそば職人たちが打つ
そばを堪能してください。

のどか村そばまつり

　開業５周年を迎え、皆さまのご愛顧に感謝し
開催します。ぜひおいでください。
●い　つ　11月18日（土）～ 19日（日）
　　　　　午前11時～午後３時
●どこで　いきいき深山郷のどか村
●料　金　新そば食べ放題（1200円）
■問い合わせ
　いきいき深山郷のどか村（☎85－0380）

滝野そばまつり
　旧校舎の趣あるたたずまいに浸りながら、地
元のそば打ち名人のそばをご賞味ください。
●い　つ　11月19日（日）
　　　　　午前11時～午後３時
●どこで　滝野交流館（旧滝野小学校）
●料　金　１皿500円
＊地物の野菜なども販売します
■問い合わせ　産業振興課／斎藤（☎85－6126）

平
成
18
年
度
家
庭
教
育
支
援
総

合
推
進
事
業
�
手
�
�
�
布
絵

本
講
座
�
参
加
者
募
集

　

子
ど
も
が
よ
ろ
こ
ぶ
布
絵
本
を

針
と
糸
を
使
っ
て
ち
く
ち
く
手
づ

く
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
ご
ろ

の
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
な
ど
、

お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
行
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ

第
１
回　

12
月
２
日
（
土
）

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

第
２
回　

12
月
９
日
（
土
）

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

＊
２
回
で
１
つ
の
作
品
を
作
成
し

　

ま
す
。

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
２
階
第

１
・
２
研
修
室

▼
対
象　

町
内
に
お
住
ま
い
の
小

さ
い
子
を
持
つ
親

▼
定
員　

20
人
（
申
込
先
着
順
）

▼
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
材
料

代
）

▼
持
ち
物　

ソ
ー
イ
ン
グ
セ
ッ
ト

▼
締
め
切
り　

11
月
17
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

襖
�
�
�

�
障�

�
�
�子

張
�
講
習
会
�
受
講

者
�
募
集
�
�
�

▼
講
習
期
間　

12
月
11
日
（
月
）

▼
締
め
切
り　

11
月
20
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

公
共
政

策
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
事

務
局
（
東
北
公
益
文
科
大
学
大
学

院
事
務
室
／
☎
０
２
３
５

－

29

－

０
５
５
５ 

Ｅ
メ
ー
ルgs@

koeki-
u.ac.jp

）

改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
説

明
会

　

改
正
法
に
沿
っ
た
雇
用
管
理
が

各
企
業
で
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
法
の
内
容
等
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

【
山
形
会
場
】

・
い
つ　

11
月
28
日
（
火
）

　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

・
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
ク
ウ
イ
ン
グ

【
米
沢
会
場
】

・
い
つ　

12
月
５
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

・
ど
こ
で　

米
沢
市
す
こ
や
か
セ

　

ン
タ
ー

▼
内
容

・
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に

　

つ
い
て
（
山
形
労
働
局
雇
用
均

　

等
室
）

・
そ
の
他
説
明
、
個
別
相
談

・
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
、

　

認
定
制
度
に
つ
い
て

・
育
児
･
介
護
休
業
規
定
の
規
定

　

方
法
（
米
沢
会
場
の
み
）

・
そ
の
他

▼
対
象
者
事
業
主
、
人
事
労
務
担

当
者
等

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
労

働
局
雇
用
均
等
室
（
☎
０
２
３

－

６
２
４

－

８
２
２
８
）

第
29
回
町
民
卓
球
大
会

出
場
者
募
集

▼
い
つ　

12
月
３
日
（
日
）
午
前

９
時
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
種
目　

①
団
体
戦

②
シ
ン
グ
ル
ス
（
男
子
、
女
子
、

　

中
学
男
子
・
女
子
、
小
学
男
子

　

・
女
子
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
男
子

　

・
女
子
）

③
ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
、
女
子
、
混

合
、
夫
婦
、
親
子
）

▼
参
加
料

・
シ
ン
グ
ル
ス　

１
人
２
０
０
円

・
ダ
ブ
ル
ス　

１
組
４
０
０
円

＊
団
体
戦
・
小
学
生
は
無
料

▼
締
め
切
り　

11
月
21
日
（
火
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

町
民
税

務
課
・
衣
袋（
☎
85

－

６
１
３
２
）
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�
四
季
�
郷
�
宣
伝
往
復
�
�
�

�
�
利
用
�
�
�
�

　

白
鷹
町
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
組

合
で
は「
四
季
の
郷
」分
譲
地
の
宣

伝
広
告
ハ
ガ
キ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
や
同
級
会
な
ど
の
案
内

ハ
ガ
キ
と
し
て
ぜ
ひ
ご
利
用
い
た

だ
き
、
白
鷹
町
や
「
四
季
の
郷
」

を
広
く
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

▼
形
式　

往
復
ハ
ガ
キ
１
枚
分

＊
宛
先
面
に
宣
伝
広
告
を
掲
載
。

＊
「
鮎
貝
八
幡
宮
祭
り
」
と
「
薬

　

師
桜
」
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

▼
価
格　

半
額
を
土
地
区
画
整
理

組
合
が
助
成
し
、
１
枚
50
円
で
販

売
し
ま
す
。

＊
枚
数
に
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　

お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

鮎
貝
土
地
区
画
整
理
組
合
（
☎
85

ー
３
１
１
９
）

荒
砥
駅
前
交
流
施
設
資
料
館
�

模
様
替
�
�
�
�
�

▼
テ
ー
マ
「
蕎
麦
と
あ
か
り
展
」

▼
期
間　

11
月
〜
１
月
末
ま
で

▼
同
時
開
催
「
鈴
木
俊
美
と
貞
子

の
二
人
展
」

小
規
模
企
業
共
済
制
度
�
�
案
内

　

こ
の
制
度
は
、
個
人
事
業
主
ま

た
は
会
社
等
の
役
員
の
か
た
が
事

平
成
18
年
度
浄
化
槽
設
置
補
助

�
受
付
�
締
�
切
�
�
�

　

今
年
度
の
浄
化
槽
設
置
予
定
基

数
が
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

県
へ
の
報
告
が
12
月
下
旬
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
今
年
度
分
の
最
終

締
め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

▼
締
め
切
り　

12
月
８
日
（
金
）

▼
条
件　

平
成
19
年
３
月
31
日
ま

で
に
設
置
完
了
で
き
る
か
た

▼
残
基
数

・
５
人
槽　

５
基

・
７
人
槽　

１
基

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

建
設
水

道
課
下
水
道
係
（
☎
85

－

６
１
３

８
）

おしらせ

〜
15
日
（
金
）
５
日
間

▼
会
場　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
荒
砥
）

▼
内
容　

襖
・
障
子
張
り
替
え
方

法
な
ど

▼
募
集
人
数　

20
人

＊
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

　

り
ま
す
。

▼
応
募
資
格　

57
歳
〜
65
歳
の
人

▼
申
込
方
法　

官
製
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

12
月
１
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

長
井
・

西
置
賜
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
〒
９
９
３

－

０
０
０
３　

長
井
市
東
町
２

－

12
／
☎
84

－

４

５
３
５
）

�
置
賜
協
働
�
�
�
�
�
�
共

同
宣
言
�
�
賛
同
団
体
�
募
集

�
�
�

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
行
政
が
、
よ

り
良
い
関
係
を
結
び
、
手
を
携
え

て
課
題
の
解
決
に
向
か
う
た
め

「
置
賜
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

行
政
の
協
働
の
ル
ー
ル
」
を
共
有

し
、
協
働
し
て
置
賜
地
域
を
つ
く

っ
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
を
表
明

す
る
『
置
賜
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

共
同
宣
言
』
を
行
い
ま
す
。
11
月

26
日
（
日
）
に
行
う
こ
の
宣
言
の

業
を
や
め
ら
れ
た
り
退
職
さ
れ
た

場
合
に
、
生
活
の
安
定
や
事
業
の

再
建
を
図
る
た
め
の
資
金
を
あ
ら

か
じ
め
準
備
し
て
お
く
国
の
共
済

制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
の
特
徴
は
、
掛
金
は

全
額
所
得
控
除
。
受
け
取
る
共
済

金
も
退
職
所
得
扱
い
、
ま
た
は
公

的
年
金
等
の
雑
所
得
扱
い
と
な
り

ま
す
。

経
営
�
�
�
�
�
共
済
�
中
小

企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
�
�

�
案
内

　

取
引
先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因

で
、
経
営
悪
化
の
危
機
に
直
面
し

て
し
ま
っ
た
と
き
に
資
金
を
借
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、
中

小
企
業
を
守
る
た
め
の
国
の
共
済

制
度
。

　

無
担
保
・
無
保
証
人
で
、
積
み

立
て
掛
金
の
10
倍
の
範
囲
内
（
最

高
３
２
０
０
万
円
）
で
被
害
額
相

当
の
共
済
金
が
借
り
入
れ
可
能
。

毎
月
の
掛
金
も
税
法
上
、
必
要
経

費
ま
た
は
損
金
に
算
入
で
き
ま
す
。

■
「
小
規
模
企
業
共
済
制
度
」
と

「
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
」
の
詳

し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ
と
加

入
申
し
込
み
は
、
商
工
会
、
商
工

会
議
所
、
青
色
申
告
会
、
金
融
機

関
の
本
支
店
の
窓
口
で
取
扱
い
し

て
い
ま
す
。
制
度
の
運
営
は
、
独

趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

▼
賛
同
団
体
受
付
期
間　

11
月
17 

日（
金
）ま
で
（
以
後
随
時
受
付
）

※
受
付
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
企
画
振
興
課
（
☎
０
２
３

８

－

26

－

６
０
１
８
）

立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
が
行
っ
て
い
ま
す
。（http://

w
w
w
.sm
rj.go.jp/kyosai

）

調
理
師
業
務
従
事
者
届
�
�
知

�
�

　

調
理
師
法
で
は
、
飲
食
店
等
に

お
い
て
、
調
理
の
業
務
に
従
事
す

る
調
理
師
は
２
年
ご
と
に
就
業
地

の
都
道
府
県
知
事
に
「
調
理
師
業

務
従
事
者
届
」
を
提
出
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
届
出
の
必
要
な
調
理
師　

学
校
、

病
院
、
事
業
所
、
社
会
福
祉
施
設
、

飲
食
店
な
ど
で
調
理
の
業
務
に
従

事
し
て
い
る
か
た

▼
届
出
方
法　

各
保
健
所
等
に
備

え
付
け
の
届
出
用
紙
に
、
平
成
18

年
12
月
31
日
現
在
の
状
況
を
記
入

し
、
平
成
19
年
１
月
16
日
（
月
）

ま
で
最
寄
り
の
保
健
所
生
活
衛
生

課
、
ま
た
は
県
保
健
薬
務
課
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

最
寄
り
の
保
健

所
、
ま
た
は
県
保
健
薬
務
課
（
☎

０
２
３

－

６
３
０

－

２
３
２
９
）
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最
近
�
油
流
出
事
故
�

多
発
�
�
�
�
�

　

冬
は
暖
房
機
器
を
使
う
機
会
が

増
え
、
一
般
家
庭
の
ホ
ー
ム
タ
ン

ク
や
事
業
所
の
タ
ン
ク
か
ら
灯
油

な
ど
の
油
類
が
漏
れ
出
し
、
河
川

な
ど
に
流
れ
出
す
ケ
ー
ス
が
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
多
く
が
人
為

的
ミ
ス
に
よ
る
も
の
で
、
油
が
い

っ
た
ん
流
れ
出
す
と
水
や
土
の
汚

染
と
い
っ
た
環
境
悪
化
を
も
た
ら

す
ば
か
り
で
な
く
、
オ
イ
ル
フ
ェ

ン
ス
で
の
囲
い
込
み
、
吸
着
マ
ッ

ト
で
の
吸
い
取
り
、
新
し
い
土
の

入
れ
替
え
な
ど
、
大
掛
か
り
な
対

応
と
多
く
の
費
用
が
か
か
り
、
事

故
を
お
こ
し
た
原
因
者
が
責
任
を

持
っ
て
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。

●
主
な
発
生
原
因

①
給
油
時
の
不
注
意
に
よ
る
流
出

・
給
油
中
に
そ
の
場
を
離
れ
る

・
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
元
栓
の
閉
め

　

忘
れ

②
落
雪
に
よ
る
配
管
の
破
損

③
除
雪
作
業
に
よ
る
配
管
の
破
損

●
防
止
策

①
給
油
時
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

②
落
雪
に
よ
る
配
管
破
損
の
防
止

　

対
策
を
行
う
ほ
か
、
定
期
点
検

　

に
努
め
る
。

③
除
雪
作
業
に
よ
る
配
管
の
破
損

　

に
注
意
す
る
。

事
故
を
起
こ
し
た
場
合
、
ま
た
は

発
見
し
た
場
合
は
、
国
や
県
の
機

関
、
役
場
、
消
防
署
、
警
察
署
な

ど
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

最
上
川
水
系
水
質
汚
濁

対
策
連
絡
協
議
会
（
☎

０
２
３

－

６
８
８

－

８

４
２
１
）

建
設
水
道
課
鮎
貝
ま
ち

づ
く
り
・
都
市
計
画
推

進
係
（
☎
85

－

６
１
４

２
）

油
流
出
事
故
�
�
注
意
�
�

山形県飲酒運転追放キャンペーン　実施中！

　飲酒運転による重大事故が相次ぎ、社会問題化するなか、県内においても連日のように飲
酒運転が報じられています。飲酒運転は極めて、危険な行為であり、飲酒の機会が多くなる
時期を迎えるにあたり「飲酒運転追放キャンペーン」を実施し、飲酒運転の徹底追放を目指
します。

　キャンペーン期間

　11月１日（水）～12月31日（日）

　　スローガン　

「飲酒運転　しない！させなし！許さない！」

【重点】

　　
飲酒運転４

し

ない運動の徹底推進

　　　１　運転するときは酒を飲まない
　　　２　酒を飲んだら運転しない
　　　３　運転する人に酒を飲ませない
　　　４　酒飲み運転は見逃さない

　飲酒運転は“犯罪”です。飲酒運転は、危険な行為であるば
かりでなく、事故の相手とその家族、自分や自分の家族にも悲
惨な結果をもたらします。職場ぐるみ、地域ぐるみで「飲酒運
転４

し

ない運動」を実践し、悲惨は事故をなくしましょう。
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

●10月1日 ▼10月31日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
荒砥乙　　　原　ま　さ　89
中　山　布　施　治　　　84
鮎　貝　佐　竹　三　郎　80
荒砥甲　金　子　佳　子　79
十　王　　　川　せ　い　92
荒砥乙　安　達　寅　吉　80
萩　野　小　川　よ　し　83
山　口　菅　　　兵　一　57
鮎　貝　赤　間　はつゑ　80
荒砥甲　菅　原　　登　　84
高　岡　大　滝　　　次　86
浅　立　鈴　木　は　る　95
山　口　　　　　貞四郎　84
畔　藤　渋　谷　さ　よ　84
十　王　影　　　長　吉　88
萩　野　竹　田　正　義　75
荒砥甲　髙　橋　金　一　91

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

十　王 松野 嘉　範 大
たい

　嘉
が

愛

高　岡 村上 聡　司 芽
め

　唯
い

恵　理

佐野原 竹田 健　治 実
み

　由
ゆ

順　子

箕和田 小口 孝　司 愁
しゅう

　也
や

真由美

荒砥甲 佐藤 哲　朗 晃
こう

　晴
せい

真理子

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（佐　　　洋　平　　南陽市
古　名　めぐみ　　横田尻

（渋　谷　祐　介　　畔　藤
鈴　木　典　子　　長井市

（澁　谷　利　和　　広　野
奥　山　里　美　　下　山

�
最
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子
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自
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日
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耳
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��
命
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大
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��
強
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生
�
�
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何
百
回
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教
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�
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本
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�
�
�

�
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�
不
安
�
抱
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�
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�
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�
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�

�
�
�
心
�
随
分
�
救
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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年
賀
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�
発
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�
�
冬
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音
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感
�
�
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�

�
冬
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�
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雪
�
�
�
�
�
�
�
�
�
祈
�
�
�
�

空
�
見
上
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

　

役
場
の
町
長
室
に
か
な
り
大
き
い

地
球
儀
が
あ
る
。
と
き
お
り
、
地
球

儀
を
回
転
さ
せ
な
が
ら
、
他
国
の
大

き
さ
・
位
置
、
都
市
の
位
置
を
確
認

す
る
場
合
も
あ
る
。
日
本
は
ま
さ
に

小
さ
な
島
国
で
あ
り
、
い
か
に
も
世

界
は
広
い
。
ま
た
、
部
屋
に
５
億
か

ら
10
億
年
前
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る

南
極
の
石
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

石
は
白
鷹
町
横
田
尻
出
身
の
佐
藤
元

保
氏
か
ら
の
寄
贈
品
で
あ
る
。
氏
は
、

１
９
８
１
年
（
昭
和
55
年
）
か
ら
１

９
８
３
年
３
月
ま
で
、
第
22
次
南
極

観
測
隊
と
し
て
南
極
で
越
冬
さ
れ
た

か
た
で
あ
る
。
氏
と
は
若
い
自
分
に

よ
く
存
じ
て
お
り
、
し
ば
ら
く
ぶ
り

に
お
話
し
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

　

部
屋
に
あ
る
こ
の
大
き
な
地
球
儀

を
台
座
ご
と
逆
さ
に
し
て
、
南
極
部

分
を
上
部
に
さ
ら
し
て
の
話
で
あ
る
。

地
球
儀
を
逆
さ
に
し
て
南
極
の
姿
を

見
る
の
は
初
め
て
の
気
が
す
る
。
随

分
広
大
な
大
陸
で
あ
る
。

　

氏
は
言
う
。「
北
極
は
海
面
だ
が
、

南
極
は
大
陸
。
日
本
の
33
倍
の
広
さ

だ
。
そ
し
て
大
気
は
限
り
な
く
極
の

中
心
に
流
れ
る
。
南
極
に
は
世
界
中

の
大
気
が
集
ま
っ
て
く
る
。
何
が
大

気
中
に
排
出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
南

極
点
で
は
明
ら
か
に
わ
か
る
。
南
極

は
世
界
で
最
も
寒
い
極
寒
地
帯
。
雪

と
な
っ
て
降
っ
て
き
て
、
そ
の
重
み

に
よ
っ
て
圧
縮
さ
れ
、
氷
と
な
り
、

堆
積
し
て
い
く
。
何
百
万
年
も
の
氷

の
堆
積
層
と
な
る
。
古
い
時
代
に
降

っ
た
も
の
ほ
ど
下
に
あ
る
。
氷
の
厚

さ
は
平
均
で
約
２
４
０
０
㍍
。
一
番

厚
い
と
こ
ろ
は
約
４
８
０
０
㍍
も
あ

る
。
大
陸
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
こ

の
よ
う
に
氷
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
氷
は
水
あ
め
の
よ
う
に
ほ
ん

の
少
し
ず
つ
動
い
て
い
る
。
中
央
か

ら
氷
河
と
し
て
数
十
万
年
か
け
て
、

移
動
し
海
岸
に
移
動
す
る
。
そ
し
て
、

海
の
う
え
に
押
し
出
さ
れ
た
氷
が
、

時
代
を
経
て
ち
ぎ
れ
て
氷
山
と
な
る
。

氷
山
は
何
十
万
年
も
前
の
空
気
（
大

気
）
を
そ
の
ま
ま
に
封
じ
込
め
て
い

る
。
今
、
こ
の
氷
を
水
に
入
れ
る
と
、

プ
チ
プ
チ
と
音
を
立
て
空
気
の
粒
が

浮
か
ぶ
。
何
十
万
年
も
前
の
空
気
だ
。

昭
和
基
地
で
は
こ
の
氷
で
オ
ン
・
ザ

・
ロ
ッ
ク
を
つ
く
っ
て
飲
め
る
。」

　

気
の
遠
く
な
り
そ
う
な
〝
時
代
の

累
積
〞
を
経
た
想
像
が
精
一
杯
の
事

実
で
あ
る
。
も
っ
と
も
っ
と
お
話
を

お
聞
き
し
た
か
っ
た
が
、
時
間
の
制

約
が
あ
り
別
れ
た
。

　

興
味
が
強
く
な
り
、
も
う
少
し
自

分
で
わ
か
る
範
囲
で
調
べ
て
み
た
。

①
南
極
大
陸
の
氷
の
体
積
は
地
球
上

の
雪
や
氷
の
90
％
を
占
め
る
こ
と
。

②
南
極
が
氷
と
い
う
形
で
莫
大
な
氷

を
ス
ト
ッ
ク
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

地
球
の
海
水
面
は
均
衡
を
保
っ
て
い

る
こ
と
。

③
南
極
大
陸
か
ら
海
水
の
上
に
せ
り

出
し
た
氷
の
板
が
あ
り
、
日
本
よ
り

も
面
積
が
広
く
、
こ
れ
が
完
全
崩
壊

す
る
と
世
界
の
海
面
は
５
㍍
上
昇
す

る
こ
と
。
そ
の
氷
の
板
の
下
に
入
る

海
流
が
冷
や
さ
れ
て
海
底
に
沿
っ
て

循
環
し
、
地
球
全
体
の
海
水
を
適
度

に
保
っ
て
い
る
こ
と
。

④
南
極
点
で
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
計

測
の
結
果
、
こ
こ
半
世
紀
で
20
％
近

く
増
え
、
こ
の
ま
ま
で
い
く
と
今
世

紀
中
に
地
球
規
模
の
温
暖
化
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
。

　

今
、
日
本
の
各
地
に
お
い
て
は
、

世
界
遺
産
の
登
録
に
向
け
て
精
力
的

に
活
動
中
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
大

事
で
あ
る
。
そ
し
て
、
趣
旨
は
違
う
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�
�
�
�
�
�
�
�
地
球
�

か
も
し
れ
な
い
が
、
南
極
大
陸
は
世

界
の
ど
の
国
に
も
属
さ
な
い
、
ど
の

国
の
領
土
で
も
な
い
地
帯
で
あ
る
。

地
球
的
規
模
か
ら
見
れ
ば
、
南
極
大

陸
そ
の
も
の
が
か
け
が
え
の
な
い
各

国
共
通
の
地
球
最
大
の
世
界
遺
産
と

言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
い
つ
の
日
か
、
コ
ッ
プ
に

あ
る
数
十
万
年
前
の
氷
の
か
け
ら
に

胸
を
と
き
め
か
せ
な
が
ら
、
オ
ン
・

ザ
・
ロ
ッ
ク
が
飲
め
る
日
を
迎
え
た

い
も
の
で
あ
る
。


